
VOL.28 NO.10 CHEMOTHERAPY
1359

第27回 日零化学療法学会西 日本支郁総会 誌上発表

期日 昭和54年12月6,7日

会場 大阪高工会織所

会長 酒井克治(阪 市大教撰)

6059-S

1.Oxacephem系 抗 生 物 質6059-Sの

in vitro,in vivo抗 菌 作 用

吉田 正 ・松浦真三 一真 山三賀雄

塩野義製薬研究所

6095-S:{7ƒÀ-[2-Carboxy-2-(4-hydroxyphenyl)ace-

tami do]-7a-methoxy-3[[(1-methyl-1H-tetrazol-5-y1)

thio]-methyl]-1-oxa-1-dethia-3-cephem-4-carboxylic

acid disodium salt) は cephalosporin 骨格中にある1

位の硫黄を酸素原子におきかえた化学構造,い わゆる1-

axacephem 系の新 しい注射用抗生物質である。6059-S

の in vitro,in vivo 抗菌活性を他の広範囲 β-ラクタ

ム抗生物質と比較 しつつ評価 した成績を報告する゜

6059-Sの 抗菌スベ クトルは 極めて広範囲で 抗菌力は

グラム陽性菌 よ りもグラム陰性菌に 強いのが 特徴であ

る。化学療法学会標準法による106CFU/m1接 種の臨床

分離1086株 のMIC分 布から70%MICを 求めると,

E.coil,Klebsiella,Enterobacter,H.influenzae,Pro-

teus,C.freundii は 0.2ƒÊg/ml 以下, S.marcescens0.4

ƒÊg/mi,S.pyogenes1.6ƒÊg/ml,S.aureus 6.3ƒÊg/ml,

P.aeruginosa 25ƒÊg/ml であった。また,嫌 気性菌では

Bacteroides fragilis に 特 に 強 く0.8μg/mlで あ った 。R

因子由来の PCase, 種特異の CSase いずれにも極めて

安定な性質を反映 して,既 存の β-ラクタム剤に 耐性の

菌に対 しても感性菌 と同等のMICを 与 え,接 種菌量の

影響も少なかった。50%人 血 清添加,pH6～8の 変化

にも殆んど影響を受けなかった。2～5時 間作用で溶菌

像を示す濃度と生菌数を低下させる濃度 とMICと はほ

ぼ一致した。マウスの全身感染症に対する1,5時 間2回

皮下投与による治療効果は P.aeruginosa (7株)に 対し

つED50=11～64mg/kgでSBPCの3～9倍 強 く,他 の

グラム陰 性菌(24株)に はED50=0.05～6.0mg/Kgで

CEZ,CMZの8～500倍 強 い こ とが確 か め られ た 。

26059-Sの 一 般 薬 理作 用

山本研一 ・松下 享 ・上田元彦

堤内正美 ・中村益久

塩野義鰻薬研究所

6059-S投 与時急性に現れる生体の機能変化を 各種動

物で調べた。対照薬にはCETお よびCEZを 用いた。

薬物は原則として25%溶 液 として毎分5m1ま たは1

m1の 速度で 静脈注射を行った。1)マ ウスに6059-S

2.4g/kg以 上 を投与すると骨格筋が軽度に弛緩し,鎮 静

的になった。大量投与によっても間代性痙攣は現れなか

った。イヌに6059-Sの 0,29/kg以 上,CEZ 0.19/kg

以上を投与すると用量と注射速度に 比例して悪心,嘔

吐が現れた。CEZ 0.59/kg以 上 では全般性発作発射波

(間代性痙攣)が 現れた。2)6059-Sの 中枢作用,脊 髄反

射および神経 ・筋接合部に対する作用をマウスとラット

を用いて調べたが留意すぺき作用は認められなかった。

3)麻 酔ネコと麻酔イヌでは6059-Slg/kgで 軽度の血

圧下降,呼 吸数および心拍数の減少が現れた。一方,無

麻酔イヌでは0.15～0.39/kgで 血圧上昇,呼 吸数およ

び心拍数の増加が認められた。これらの作用はCEZで

やや弱くCEZで より強かった。4)6059-Sは イ ヌ系球

体漢過値に影響を及ぼさなかった。 ウサギとラットでは

非特異的尿量および 糸球体炉過値の増大が 現れた。5)

6059-S 0.5g/kg以 上でウサギの胃運動は充進 した。マ

ウス小腸炭末輸送能,ウ サギおよびモルモットの摘出回

腸標本に対しては有意の作用を示さなかった。6)6059-

Sは ラヅトとウサギの生体子宮に対 して19/kg、 摘 出精

管および摘出子宮に対 して10-3μg/mlで わずかに作用を

示した。

以上のように6059-Sの 中枢作用および末檎作用は極

めて軽度であり,ま たセファロスポ リン系化合物に固有

の催吐作用もCEZよ り軽度であることが明らかにされ

た。
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3.6059-Sの 一 般 毒 性 な らび に 局所 刺 激

性 につ い て

原田喜男 ・小林文彦 ・村岡磯博

塩野義鰻薬研究所

6059-Sの 急性,亜 急性および慢性毒性献験を各種動

物を用いて実施し,ま た,ウ サギにおいて局所刺激性も

検肘 した。

1)ICR,C87BL,DSマ ウスの急性毒性のLD50値

は,約6g/Kg(静 注),約109/kg(皮 下),約9.5g/kg

(腹腔内)で あった。2)SD,Wistar,F344ワ ッ トの

急性毒性のLD50値 は,約6g/kg(静 注),約11g/kg

(皮下),約109g/kg(腹 腔内)で あった。SDラ ットの1

ヵ月静注および6ヵ 月腹腔内投与試験にて,高 用量群に

体重抑制,軽 度貧血,電 顕的に腎糸球体の硬化性病変を

みたが,肝 には異常を認めず,上 述の変化は1ヵ 月の休

薬後正常に回復した。 ラット実験の最大無作用量は900

mg/kg/dayと 判定 した。対照薬CEZ760mg/kg/day

(1ヵ 月)投 与群で6059-S高 用量群と同様な変化の他,

顕著なS-GPTの 低下をみた。3)ビ ーグル犬の急性毒

性(静 注)LDo値 は>5g/kg(Li腿yデ ータ),1ヵ 月静

注試験の1,600mg/kg/day群 で 電顕的に尿細管細胞間

隙の拡張,肝cytosegresome減 少,滑 面小胞体増加を

認め,最 大無作用量を800mg/kg/dayと 判定した。CEZ

は400mg/kg/day群 以上で同様な変化とS-GPTの 著

明な低下を認めた。4)サ ルの急性毒性(静 注)のILDo

値は>591kg,1,3ヵ 月静注試験の高用量群に肝,腎 重

量の増加をみたが,電 顕的には異常を認めず,最 大無作

用量を500mg/kg/dayと 判定 した。5)ウ サギ仙棘筋

内に250mg/site注 射時の局所刺激性の強さは,CET》

CMD≒6059-S>CEZ>CERで あ った。

4.6059-Sの 生 殖 試験,腎 毒 性 お よび抗

原 性 につ い て

小林 文彦 ・長 谷川靖彦

原 田 喜男 ・原 田 稔

塩野義製薬研究所

6059-Sの ラット生殖に及ぼす影 響,ウ サギ腎毒性な

らびに抗原性について検討 した。

1.雌(静 注)お よび雄(腹 腔内注)に 最高29/kg/

dayを 投与したラット妊娠前-妊 娠初期試験,妊 娠ラッ

トに最高29/kg/dayま で静注した器管形成期試験およ

び周産期一授乳期試験にて以下の結果を得た。

Fo交 配に異常なし。妊卵の着床,着 床妊卵の発育,胎

仔の生存性等に悪影普なし。催奇形性なしoF皇 の生存

1生,放 長,発 青,請 機能,性 成胤 繁殖性等に異常な

しoF2に 鍋常なし0

2・ ウサギ1圃 あるいは7日 間静注時の腎に及ぼす影

織を他剤と比較した。障害の強さの順 序は,SCE-96%3>

CEZ>CS-1170≒6059-S≒CETで あった。

a6059-Sの 免疫掌的性質を勘物 レベルで検討した。

マウスにおいて対照薬(CETやPCC)に 対 して抗体産

生が見られる 免疫条件下で,6059-Sに 対 して は抗体

産生は起らなか った。 また,6059-Sや 他 の抗生物震の

BGG納 合体に対する各種動物の免疫血清をつくり,そ

れに各薬荊のOVA紬 含体抗原を作用 させて免疫学的交

叉反応性をみた所,ど の動物の抗体を用いても6059-S

と他剤との 聞に 交叉反応は饒寮されなかった。 さらに

6059-Sに はin vitro直 接 クームス反応陽性化作用も認

められなかった。少なくとも喫験動物においては6059-

Sは 免疫学的に不活性で,過 敏症の原因にはならない。

5.Oxacephem系 抗 生 物 質6059-Sの 動

物 で の体 内 動態

吉田 正 ・菅野浩一 ・栩 野義博

塩野義製薬研究所

6059-Sの サ ル,犬,ウ サギ。 ラットを用いた血中濃

度,排 泄,分 布,代 謝の検討を,主 としてCefazolin

(CEZ)の そ れ ら と比較 し,さ らにラットで 日蛇 標識

6059-S生 体内 運 命とオートラジオグラムについても羅

告する。

6059-Sは 経 ロ投与では 吸収 しないが,非 経ロ投与時

の血中濃度は上記実験動物で,い ずれも持続性が良とさ

れるCEZと 同程度のpeak値 と半減期を示した。排泄

の主経路は腎であったが,ラ ットで胆汁に約20%,犬 で

約5%,サ ル,ウ サギではきわめて少く,こ れもCEZと

ほぼ同様であった。 一般に腎は 血漿より高い濃度を示

し,肝,肺 が血漿につぎ,他 の組織はさらに低い堕を示

した。その消失パターンは血漿のそれと大差なかった。

オートラジオグラムの検討では,内 分泌臓器をも含めて

特定の臓器に蓄積,残 存するようなことはなく,Bioas-

sayか らみた総排泄量は尿,胆 汁を合せて24時 間で投

与量の95%以 上 であった。

Bioautogram上 で1%程 度 の6059-Sと 異なる抗菌

活性のあるspotを 認め,6059-Sのdecarboxyl体 と同

定 したが,含 量から考えて投与検体中に含まれていたも

ので,特 に生体内で生成されたものとは考えにくい。

6059-Sは 血 中持続が長 く,ほ とんど代謝されず,主

として尿から排泄される蓄積性の少ない化合物と考えら
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れる。

6.16059-Sの 抗菌力について

三 橋 進

群馬大学医学部徴生物

新規抗生物質6059-Sに ついて in vitro,in vivo の

抗菌力および β-lactamase に対する安定性の検討を行

なったので報告する。

1)臨 床分離株に対 す る 抗菌力:106接 租時の累積

分布から70%阻 止値(MIC鴨)を 求めた。6059-Sの

MIC10は E.coil,xpneumoniae,S.rfrearcesciens,P.

mirabilis,P.morganii,P.rettsvri,P.vidgaris,E.

cloacae,C.freundii に お い て そ れ ぞ れ0.15,0.19,

1.15,0.17.0.16,0.20,0.19.0.28,0.66μg/mlで

あ った。 一 方 Cefoxitin(CFX) のMIC10は それぞ

れ7.3,4.65,50,5.1,14,28,5.1,>100,>100

μg/mlで あ った 。 以 上 よ り6059-SはCFXよ り数 段

優れた 抗菌 力 を示 した 。

2)マ ウス実 験 感 染 症 に おけ る 治 療 効 果:E.coli

験感染 症 に お い て6059-SはCFXの 約25倍,K.

pneumoniae では約55倍, S.marcescens では約25倍

良好なED50値 を示 した。P.aersiginosa では Cefsulo-

din には劣るものの Carbenicillin より約10倍 良好で

あ った。

3)β- lactamase に対する安定性: PCase I.II,III.IV

型および E.roll,E.cloacae,S.marrescens,P.rettgeri,

p.mor,ganii,P.vulgaris,P.aeruginosa の産生す る

CSase に対して極めて安定であり, P.cepacia,B.fra-

gilis の産生するƒÀ -lactamase に対 しても安定であった。

CSase には,CFXと 同程度のKi値 で酵素活性を阻害

した。

7.6059-Sに 関す る細菌学的評価

西野武志 ・堀 賢司 ・谷野輝雄

京都薬大 ・微生物

今回,私 どもは新 しく合成された抗生物質6059-Sに

関する細菌学的評価を, Cefazolin(CEZ),Cefmetazole

(CMZ),Cefotiam(CTM) を比較薬として検討し,以 下

の成績を得た。

1.6059-Sは グラム陽性菌,陰 性菌群に幅広 く抗菌

スペクトラムを有してお り,そ のグラム陰性菌群に対す

る抗菌力はCEZ,CMZに 比ぺ優れていた。特にEnte-

robacter sp.,Indole陽 性 のProteus,S.marcescens,

Hafniaに 対 しては他剤に比べ非常に良好な感受性を 示

し,P.aeruginosaに も有効であった。

2.E,coli,K.pneumoniae,P.aeruginosaを 用いて

殺菌作用を検討 した納果,6059-S作 用 ではいずれの薗

株においても濃度に応 じた殺菌効果が認められた。

3.マ ウス実験的感染疲に対する治療効果をE.coli,

K.pneumoniae,P.mirabilis,s.marceacens,P.aerugino-

sa.CEZ耐 性P.vulgarisを 用いて検討したが,6059-S

はCEZ.CMZ,CTMに 比べ非常 に優れた治療効果を

示した。 またP.aeruginosaの 場合,Carbenicllinや

Piperacillinよ りも良好な治療効果を示 し,頻 回投与に

より約4倍 治療効果が良好となった。

4.E.coli,P.aeruginosaに おける6059-Sの 形態変

化を観察 したところ,E.coliで はin vitroの 抗菌力を反

映 して,CEZよ りも低い濃度で菌の フィラメント化が

認められた.ま たP.aeruginosaで はCarbenicillin作

用時とほぼ同様の形態変化が認められた。

8.6059-Sの 各 種 β-lactamaseに 対 す る

安 定 性 と大 腸菌 ペ ニシ リン結 合 蛋 白 に

対 す る親 和性

横田 健 ・関 ロ玲子 ・東 映子

順天堂大学医学部細菌学教室

6059-SはPCase型 のIIb,III,IVb馬お よびV6型 β-

actamaseに よっては全 く加水分解を受けない。CESase

型 の1。 によるVmaxは,CERの それの3%以 下 であ

り,他 の多くのCESを よく分 解 す る1.型 β-lacta-

maseで も分解されない。ABPCを 基質とした とき の

PCase型 β-1actamaseに 対するKt値 は,IIb,IIi,IVb

お よびV8型 に対しそれ ぞれ503,158,36.3お よび

5.4μMで,Cefotaxime(HR756),Ceftizoxime(FK

749),Cefoxitin(CEX),Cefmetazole(CMZ)等 の新

CES誘 導体に比べかな り小さい。E.coli CSH2に 野外

から得られた53種 類のABPC耐 性 プラスミヅドを伝

達 して6059-Sに 対する感受性の変化をみると,R-株

の10倍 の耐性を獲得するがその値は1μg/ml程 度 であ

り,い まのところ実用的には心配ない。またCFX耐 性

のEnt.cloacaeに 対 しても0.2～50μg/mlの 強い抗菌力

を示 した。

大腸菌のPC結 合蛋白に対しては,1aと3に 強い親和

性を示 し,つ いで1b,5お よび6に よく結 合す る。4

にもある程度親和性を持つが,そ れはCMZやCFXよ

り少ない。PBP2に は まった く結合 しない。このPBP

に対する特性は6059-Sに よる大腸菌細胞の形態変化を

よく説明することができる。以上の結果から6059-Sは

各種 β-lactamaseに 強 く耐性菌にも有効で、PBP1a,1b

に よく作用し殺菌力も強いと結論される。
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9.6059-Sの 臨 床 繁1相 賦験

粟 原 二 郎

北野病院内科

松本 慶蔵 ・宇塚 良夫

宍戸 春美 ・永 武 毅

長蘭大学勲研内糾

山田秀雄 ・吉田 正 ・尾熊隆嘉

木村靖雄 ・栩 野義博

塩野美製薬研究所

目的:健 康成人男子を対象とした6059-Sの 安全性試

験ならびに薬勘力学的検討。

方法:0,259お よび0.59の 筋注,0.58お よび19

の静注,0.59,19お よび29の1hま たは2hの 点

滴静注,な らびに12時 間間隔で9回 の19反 復静注を

おこなった。安全性試験としては,問 診、種々の検診,

血 液 ・尿の各種臨床検査試験を実施 した。また, E.coli

7437を 検定菌 とする bioassay 法により血中濃度 ・尿中

排泄を測定 した。 さらに, TLC-bioautography により

血中 ・尿中代謝物の検索をおこなった。

結果:1gの 静注は,単 回投与と反復投与 と合わせて

延べ49回 おこなわれ,そ のなかの明らかな注射もれが

報告されている例を含む2例 に注射部位の軽度の圧痛が

みられたが,そ れ以外の投与量,投 与法においては注射

部位の異常は認められなかった。自他覚所見ならびに血

液 ・尿の諸検査の結果は.本 剤によると考えられる異常

を示さなかった。また,本 剤の血中濃度は高 く,し かも

長く持続すること,お よび投与量の大部分は24時 間以

内に尿中に回収されることが明らかとなった。反復投与

の結果は蓄積性を示さなかった。血中 ・尿中に代謝物は

認められなかった。

考按:以 上のとおり,注 射局所に多少の圧痛を伴 う例

があるほかは,本 剤によると考えられる自他覚的副作用

および検査値異常はみられなかった。また,薬 動力学的

検討の結果,蓄 積性がなく,治 療上充分な血中および尿

中濃度に達 しうるものと考えられた。

10.6059-Sの 胆 汁 中,胆 の う組織 内 濃度

お よび 胆 汁 中.尿 中 排 泄

佐藤 殉雄 ・鈴木 範美 ・高循 渉

植松 郁之進 ・木村晴茂 ・高沢欣顯

小野地章 一 。伊勢秀雄

東北大学第一外科

〔目的〕6059-Sの 血 中簑度,嵐 汁中釦よび麗のう艦

織への移行,宮 た胆汁中排泄,尿 中排泄 を検射 した。

〔対象〕1)胆 のう紹石例9例 を用いてg腿 摘 ユ瑚閥

前に6゜59-S1gを 鯵注 し,注 射後5分,艦 のう鏑幽餓g

手 衛終了時にそれぞれ採血 した。2)丁 字管設量例3例

を用いて6059-S1`を 静注後,6時 間 に渡って,血 液

(5分 ～60分 毎),胆 汁(60分 毎),尿(拗 分飯)を サ

ンプリングした。

なお,対象 例はすべて、 検査施行時,肝 畿甑 腎機

能,血 糖,蛋 白などに異常は認められなかった。

〔結果〕(1)胆 摘例1)血 中濃度 の推移 は静 注

5分 後143.7μg/ml,胆 摘時37.5μg/ml,手 術終了時

31.8μg/ml,で ある。2)胆 の う組織内満度は乎均19,0

μg/gで ある。3)胆 汁中蟄度については,胆 汁の採敢

できなかった5例 を除 くと,81～309μg/mlで あった。

(II)T字 管節量例

図は。血中濃度(上 段),胆 汁中排澄(中 段),尿 中排

泄(下 段)の 推移を示 した。

胆汁中への排泄は肝の状態により,変 動するが,静 注

後2時 間で最高濃度に達 し,累 積回収率は精々1%で あ

った.ま た。尿中排泄量50～85%で あ った。
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11.閉 塞腎の抗生物質排泄 に関す る実験的

研究

-6059-Sに ついて-

加治木邦彦 ・大井好忠 ・岡元健一郎

鹿児島大学泌尿器科

〈目的〉 正常腎に比べ尿路閉塞をともなう陣害腎に

おいては,抗 生物質の取り込みは遅く,排 泄は遅延する

ことが知られている。今回腎障害の程度と抗生物質の排

泄動態を腎機能を parameter として検討した。

〈方怯〉 体量10kg薗 後の雑種成犬を用い,一 側尿

管に軽度の狭窄を作成し,3日 および14日 後に狭窄を

解除し。両側腎孟内にポ リエチ レンカテーテルを挿入し

た。6059-200mg,500mgをone-shot静 注,30分,

1,2時 間 目に採血,1,2時 間 目に左右腎毎に採尿した。

同時に CPAH,Ccr,Cosm,EFNa を測定した。測定終

了後両側腎摘を施行し,腎 組織内濃度を測定した。血

尿,尿 中,腎 組織内濃度は E.call 7437 株を検定菌とす

る Micro Agar-Well 法で測定した。なお検査開始前よ

り検査中を通 じ,尿 量を確保するために,5%ブ ドウ糖

液500～800m隻 を点滴静注 した。今回は閉塞3日 群,14

日群について検討した。

〈成績〉 血中濃度は,200,500mg投 与群で明らか

な dose response を示 し,尿 中排泄も同様の傾向であっ

た。腎組織内濃度は健側よりも患側が有意に高 く,髄 質

よりも皮質が有意に高濃度であった。患側腎の抗生剤 ク

リアランスは,CpAH,Ccrとr=0.922,0.822と 良 く相

関した。患側腎の障害程度を表すため,患 側腎の健側腎

に対する比をとって検討すると,抗 生剤クリアランスは

CPAH,Ccr,Cosmと γ=0.868,0,834,0.930と 高い

相を示した。

〈考案〉 閉塞をともな う片側障害腎からの抗生物質

排泄動態を検討することは,抗 生物質の治療量の決定,

副作用予知という観点から極めて 重要なことと思われ

る。

12.小 児 科 領 域 に お け る6059-Sの 基 礎 的

検討

広松 憲ニ・ 高島 俊夫

田吹 和雄 ・西村 忠史

大阪医科大学小児科

目的:近 年殺菌作用ならびに β-lactamase抵 抗性の強

化のために開発されたセファロスポ リン系抗生物質は数

多い。今回我々は小児科領域において6059-Sの 基礎的

検肘を行ない,6059-Sの 瞥性を明らかにしようとした。

方法1臨 床分離 S.auntie,E.coil,K Pneumonias,

Salmonella,P.aerugi no8a を用い,日本化掌療法学会標

準法によりMICを 測定した。接種菌量は10。1m1,106/

mlで 行なった。 また ヒト白血球の 食菌殺菌作用からみ

た薬剤効果について, QUIE の法を modify した方法で,

検討 した。

成績:感 受性測定では, S.aureus では抗菌力は CEZ,

CM D,CTM より3～4管 程度劣った。 しか し,E.coil,

K.pneumonia. は,全 株0.78μg/ml以 下 で発育阻止さ

れ. CEZ,CMD,CTM より優れた抗薗力を示した。

Salmonella では,106/ml接 種 では,感 受 性 ピ ー ク は

0.1μg/mlな い しそ れ 以下 で,CEX,ABPC,CP,KM

より優れた抗菌力を示 した。 P.aeruginosa に対する抗

菌力はCBPCよ り1管 程度優れたが,GMよ り4管 程

度劣った。ヒト白血球の食菌殺菌作用からみた薬剤の効

果 は, E.coli,K.pneumoniae の β- lactamase 産生,非

産生株で検討したが,CEZに 比ベ菌に対する影響はつ

よく,と くに1MIC,1/2MIC濃 度添加では,効 果係数

からみてもそれは著明であった。またCEZ効 果係数を

0と して Cefotaxime,FK-749,Cefuroxime との比較を

行 った が, Cefotaxime,FK-749 と同様の効果を示 し,

Cefuroxime よりは優れていた。 さらに,菌 数:白 血球

の比率を1:1か ら1:0.6と 減少した場合,CEZに 比

べ効果は一層著明とな り本剤の特徴がこの面からも明ら

かにされた。

13.6059-Sに 関 す る基 礎 的 研 究

- 臨床分離株感受性ならびに家兎黄色ブ

ドウ球菌性髄膜 炎におけ る髄液中移行-

小 林 裕 ・森川 嘉郎

春 田 恒和 ・藤 原 徹

神戸市立中央市民病院小児科

本剤の小児細菌感染症に対する有用性評価の前段階 と

して,臨 床分離株に対するMICお よび髄液中移行につ

いて検討した。

化学療法学会標準法に準 じて測定した,接 種菌量108,

106/mlに おける本剤のMICをCEZと 比較した。S.

mreus15株 では,本 剤のMICはCEZよ り2～3管 劣

っていたが,瓦coli33株 では逆に3～4管 す ぐれ,ピ ー

クは0.1～0.2μg/ml(108/ml)に み られた。 ただし25

μg/ml以 上 の株が106/mlで5株,106/mlで3株 存在し

た 。 K.pneumoniae 6株, K.oxytoca 43 株では,本 剤

はCEZよ り遙かにすぐれた抗菌力を示 し, Salmonella,

Proteus,Enterobacter,Citrobacter,Serratia において
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も同様であった。しかし P.asruginosa 9株 で は,ピ ー

クは108/mlで25μg/ml,105/mlで は12.5～25μg/ml

に あ った が,100μa/ml以 上 の株 が106/mlで3株,106/

mlで1株 み ら れ た。 な おB群 溶 連菌20株 に 対 す る

MI.の ピ ー クは106/mlで6.3μg/mlに あ っ た。

黄 色 ブ菌 性 髄 膜 炎 家 兎6羽 に本 剤100mg/kgを 静 注

後,15分 毎 に8回,以 後30分 毎 に2回,計10回3時

間までの血中,髄 液中濃度を測定 し, pharmacokinetic

parameter を求めた。血中濃度の ピークは15分 にあ

り,220。7±10。7μg/ml,髄 液中濃度の ピークは45分

で8.37±1.24μg/ml,以 後 漸次低下 し,1時 間17、5±

2.66,2時 間10.0±1.86,3時 間5,65±0。80μg/mlで

あ った。Cmax髄 液血漕比百分率は9.4%に な る。3時

間までの髄液中濃度Aucは1、945miか μg/ml,AUC

髄液血清比百分率は21,9%,髄 液中濃度T1/2は70.9

分,T112髄 液血清比は2.01で あ った。

以上の成績から,本 剤の髄液中移行はかな り良好で,

ぱ らつきが少なく安定 していると考えられる。この点は

本剤の特長といえよう。抗菌力とあわせ考えると,本 剤

はグラム陰性桿菌性髄膜炎の多くに対 して有用性が期待

され,さ らに検討を進めたい。

14.6059-Sに 関 す る研 究

斎藤 玲 ・加藤康道 ・石川清文

上村裕樹 ・小田柿栄之輔 ・篠原 正英

北海道大学第2内 科

富 沢 磨 須 美

札幌北辰病院

中 山 一 朗

札幌鉄道病院

木 下 与 四 男

札幌逓信病院

Oxacephem 系の新抗生物質6059-Sに ついて,抗 菌

力・体内動態・臨床効果などの検討を行なったので報告

する。

抗菌力:106接 種で,大 腸菌に対しては,0.1μ91m1以

下 にピークがあ り,肺 炎桿菌は0.05～1.6に 、変形菌は

0.05～6.3に 大部分のものが分布した。

体内動態:6名 の健康成人男子に,19お よび29を

cross over で1時 間の点滴静注を行ない、血中濃度およ

び 尿 中 排 泄 を み た。 血 中 濃 度 は,点 滴 終 了時 が 最 高 で ,

そ れ ぞ れ 平 均 で72.0,133.8μg/mlで あ った 。 以 後 漸

減 し6時 間 で5､5,15.1で あ っ た。血 中 半 減時 間 は,α

相 で0.29,0.46時 間,β 相 で2.3, 3.6で あ った 。 尿 中

排泄は6時 間までで.そ れぞれ80.4、83,1%で あった。

臨床効果:厚 吸嬰感染疲6例,胆 道感桑痘3例,尿 路

感染症17例 のその他4例 の計30例 の息看に対 して零

剤を投与し,そ の効果を檎討した。 設与方怯は1日2g

を2回 に分け,点 滴静注で行なったものが多く,投 与期

間は7日 前後が大部分であるが,66日間 続けたものもあ

った。臨床効果は著効16例,有 効8例.や や胸効4例

無効1例,不 明1例 で,著 効例が多 く,有 効串は80%

であ った。細菌掌的効果は,菌 消失22例 で.そ のうち

3例 は再排菌をみた。副作用は食欲不振を訴えたものが

1例 で,そ の他,検 査も特記すベきものはなかった。

15呼 吸器 感 染症 に おけ る6059-Sの 臨 床

的 検討

平賀 洋明 ・中橋 勝 ・菊地弘毅

札幌鉄道病院呼吸器内糾

目的:グ ラム陰性菌に対 して,極 めて強い抗奮力を示

す6059-Sを,呼 吸器感染症に使用 し臨床的効果等にっ

き検討 した。

実験方法:当 科に入院 した急性肺炎6例,慢 性気管支

炎で急性増悪 した7例,計13例 を対象とした。6059-S

の使用量は1日38が3例,29が10例 で1日2～3日

点滴静注 した。持続投与日敬は5日 から28日 で,総 量

は109か ら569で あった.

結 果

1)急 性肺炎6例 中,著 効5例(83。3%),有 効1例

(16.7%)で 全例有効であった。

2)慢 性気管支炎の7例 では,著 効3例(42.6%),有

効2例(28.6%),や や有効2例(28.6%)で 無効例は認

められなかった゜

3)総 計13例 では,著 効8(61.5%),有 効3(幻.1

%),や や有効2例(15.4%)で,有 効率は84.6%で あ

った0

4)1日39使 用例は、慢性例で全例が中等度以上の病

変を有する例で,急 性肺炎では1日29で 効果が謬めら

れた。

5)副 作用は1例 も認められなかったo

16.6059-Sの 使 用 経験

斎藤孝久 ・小六 哲司 ・安塚久夫

中林武仁 ・安田恵也 ・長沢文雄

国立札幌病院呼吸器科

6059-Sを3例 の 呼吸器疾患に使用し臨床効果を検討

した。対象は急性肺炎1名,肺 癌に伴う肺感染症2名,

全例男性,年 令分布は25才 から68才,効 果判定は著

効1名(急 性肺炎),有 効,や や有効それぞれ1名(肺 癌
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に伴う肺感染症)。 副作用は,1例 に肝機能の悪化(GOT

129,GPT170の 上昇)を みたが,使 用終了後は正常域に

復した。症例1:男25才,急 性肺炎(起 因菌不明),咳 獄,

発熱,白 血球増多11.200.RP5+,左SIO漫 潤影,本

剤1日29×U日 間投与,陰 影の吸収,自 他覚的改婆を

みた。症例2:男68才,肺 癌に伴う肺感染症,リ ニァ

ック照射中に発熟,咳 歎,白 血球増多なし,本 剤1日2

窟x17日 間投与後,解 熱,自 覚的改普をみた。症例3;

男48才,肺 癌に伴 う感染症,40℃ 以上の発熱,CRP

6+,白 血球数約2万 。感染巣不明,血 液,尿 培養陰性,

種々の抗生物質投与するも効果な く本剤29をCBP.

49,リ ンコシン39と 併用,あ る程度の解熱をみ,さ ら

に本剤49を 単独使用後,ほ ぼ平熱に至ったが,CRP,

白血球数の改善は得られなかった。

17.6059-Sの 検 討

沢ロ常康 ・斉 藤 浩 ・荻原 忠

細谷賢一 ・佐藤泰朗 ・渡辺 一

進藤千代彦 ・吉方清治郎 ・中村純 五

林 雅人

平鹿聡合病院第2内 科

豊 島 俊 光

同 検査科

我々は,今 回,新 しく開発された Oxacephem 系抗生

物質6059-Sを 臨床的に検討 し,次 のような成績を得

た。検討例は,気 管支肺炎13例,COLD急 性増悪12

例,気 管支拡張症4例,細 菌性髄膜炎1例,合 計30例 と

した。投与方法は1日2～49を2～3回 に分割 し,静

注ないしは点滴静注とし,投 与期間は平均1週 間 とした。

なお2例 は,副 作用のため投与2日 目で中止した。効果

判定は,自 覚症状,検 査所見,細 菌学的検索 より総合的

に判定した。成績:有 効20例,や や有効6例,無 効2

例,不 明2例 であった。無効2例 は,共 に他に合併症を

有する症例であった。喀疾または脳脊髄液 よりの分離菌

は, H.influenzae 13例, H.hemolyticus 1例, H.para-

hemolyticus 1例, Str.pneumoniae 5例, Ps.aeruginosa

2例, St.aureus 2例, Ser.marcescens 1例, Normal

 flora 5例 であった。本剤投与により18例 に菌の消失を

みた。副作用は,発 疹2例,熱 感1例,GOT,GPTの

軽度上昇1例,好 酸球増多2例 にみ とめた。 また 本剤

のMIC(接 種菌 量106/ml)は, St.aureus3.13-25 ƒÊg,

Str.pyrogenes 039-6.25 gig,E.coli 0.39 ƒÊg 以 下,

Kieb.Pneumoniae 3.13μg以 下, S.marcescens 0.1～

100ƒÊg,V.parahaemolyticus 0.2μg以 下 でGNRに

対しよりすぐれた抗菌力を示 した。

18.6059-Sの 臨 床 的 検 肘

武 田 元 ・庭山昌俊 ・岩永守登

蒲沢知子 ・田中 容 ・和田光一

新潟大学第二内糾

私共は塩野義製薬K,K.研 究所で開発された新 しい

抗生物質である6059-Sを 臨床的に使用する機会を得た

ので,そ の成績を報告する。

対象症例は敗血症2例,呼 吸器感染症3例,尿 路感染

症2例,食 中轟1例,不 明熱2例 の計10例 で,起 炎菌

は,敗 血症で E.coli と Kl.pneumoniae, 尿路感染症で

E.coli および Ps.aeruginosa と Strep.faecalis の混合,

食中毒で Salmonella であったが,呼 吸器感染症は3例

共に不明,不 明熟は当然ながら分離できなかった。

6059-Sの 投 与量は1～4g/日,投 与期間は5～32日,

総投与量は10～689で,投 与経路は点滴静注と筋注で

あった。

臨床効果は敗血症の1例(起 炎菌Ecoの,呼 吸器感

染症の2例,尿 路感染症の1例(起 炎菌 ゑcoli),食 中

毒の1例,不 明熱の1例(基 礎疾患が急性骨髄性白血病

で,感 染巣は発見できなかったが,6059-Sに 対する反

応 より細菌感染を推定した)に 得られ,有 効率は10例

中6例,60%で あ った。副作用は10例 共に全 く認めな

かった。

19.6059-Sに 関 す る臨床 的 研 究

関根 理 ・薄 田芳丸 ・清水武昭

青 木信樹 ・若林伸人 ・林 静一

渡辺京子

信楽園病院内科

Oxacephem 系新抗生物質6059-Sに ついて臨床的検

討を行なった。

1.腎 機能障害患者に6059-Slgを one shot 静注し

たあとの血中濃度を測定した。血中濃度の低下は腎機能

障害が高度になるに伴ない遅延する傾向がみられた。

2.胆 石病術後患者での胆汁中移行について,胆 汁酸

の腸肝循環 との関連の面からの検討を行なった。

3.呼 吸器感染症,腹 部,胆 道感染症,尿 路感染症,計

15例 に臨床治験を行なった。1回19,1日2回 の静脈

内投与を原則としたが,呼 吸器例では1回 量を29,39

に増 量したものもあり,尿 路例では1回 量0.59の 例 も

あった。慢性腎不全例の全例の胆道感染には19を1日

1回,連 日使用 した。やや有効2例,無 効1例 の他は著

効,有 効の良好な結果であった。臨床的な副作用はみら

れず,検 査成績からはGOT,GPTの 上昇が2例 あった
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が.重 篤な副作用の発現は認められなかった。

20.6059-Sに 対す る臨床的研究

鈴木 康稔 ・山作房之輔

水原郷病院内科

私共は新しい β-Lactamm系抗生剤である6059-S

(Oxacephem 系抗生剤)を 水原郷病院入院の患者9名 に

用い,臨 床効果を検討した。

症例の内駅は.胆 道感染症5例.尿 路感染症3例,不

明熱1例 で,そ の うち阻這感染症2例,尿 路感染症3

例,不 明熱1例 に何らかの基礎疾患を認めた。

成績:胆 道感染症の5例 はいずれも起炎菌不明である

が,1例 だけ1日39を 使用し,他 の4例 は1日29の

使 用であったが著効2例,有 効3例 であった。

尿路感染症3例 の起炎菌はそれぞれ, E.coli,Kleb.

ozanae,Kleb.pneumoniae で あ る が,1日0.5～29の

使用でいずれも有効であった。

不明熱の1例 は胃癌で入院中発熱を伴ってきた症例で

あるが,1日29の 使用で下熱が認められ有効 と判定 し

た。

以上9例 を総合すると,著 効2例,有 効7例 で有効率

は100%で あった。また副作用については,1例 に白血

球ならびに好中球の減少を認めたがあまり重篤なもので

はなかった。他の8例 については,検 査した範囲内で,

血液 ・肝 ・腎ともに異常を認めたものはなかった。

なお,こ れら9例 中4例 に筋肉注射を行なったが,そ

の内訳は,0.5g×2,19×2が 各1例 で,1gx1が2例

であった。その うち1g×1筋 注例は リドカインを併用

しなかったためか強い痛みを訴えたが,0.59×2筋 注例

はさほど痛みを訴えなかった。また1g×2筋 注例は軽

い痴呆のためか強い痛みは訴えなかった。

21.重 症 呼 吸 器 感 染症 に 対 す る6059-Sの

使 用 経 験

林 泉

いわき市立総合磐城共立病院呼吸器科

目的:6059-Sは in vitro で低いMICを 有する新 し

いタイプの抗生剤であ り,呼 吸器感染症に対する有効性

を検討した。

方法:26才 か ら76才 までの成人,男9,女7例 で肺

炎13例,肺 化膿症3例,う ち13例 に基礎疾患を有 し

重症が 多かった。 基礎疾患は 膵炎+心 不全1,胃 潰瘍

1,気 管支拡張症4,拡 張症+糖 尿病1,肺 の う胞症+

Ameloblastoma 1,肺 の う胞症+糖 尿 病1,肝 炎1, old

Tbc +大 腸癌1,脳 溢血1,高 血圧1で ある。

投与方棲は96059-S19を5% Glucose 250 ml 重た

は生食100m1に 渉解 し60分 で1月2回 点演瀞注した.

7日 間投夢(総 量Mの5例,14日 聞 伽8)g例,

21日 聞(428)2例 であるo

成観3本 剤使用醜の喀病分離菌は a or ƒÀ-StrePtococ-

au 7,Enierobader 1,Sorratia 3,Misseria 1,Pau-

domonas 1,S.pneumonia.1,S.aureus 1,H.imf,

E.coli+Citrobader 1 で,投 与後 a-Sinotococcus と

E.coll は残ったが他は消失 した。 a-Sirept. と H.iirj,

の2例 は Klebsislla に薗交代 した。Serratia と Pseudo-

monas の混合感染では醤の薦少をみた。薯効11例,有

効4例,無 効1例 であうた。

劃伶用:2例 に認めたo肝 炎を有する肺炎に一過性の

transaminase 上昇があったが,本 剤投与砲続中に も と

に戻った。他の1例 は両足に爪白艘を有する女性で,本

剤投与14日 目頃には下肢にまで広がったが。終了後1

週聞で改警した。

考案:6059-Sは 重症呼吸器感染症にも単剤で極めて

良い成績をあげ得ることと思われる.

22.6059-Sの 抗菌力お よび呼吸器感染症

に対す る臨床的検討

渡辺 彰 ・青沼清一 ・大沼菊夫

佐々木昌子 ・大泉耕太郎 ・今野 淳

東北大学抗酸萄病研究所内科

〈目的 ・方法〉 Oxacephem 系抗生物質6059-Sに

つ いて,臨 床分離株203株 に対す るMICを100倍 希釈

液接種にて測定 してCEZそ の他 と比較検討し,さ らに

呼吸器感染症30例 に対する臨床効果を検討した゜

〈抗菌力〉 肺炎球菌53株,β-溶 連箇17株,黄 色

ブ菌20株 に対するMICの ピークは各々3.13 ,1.56,

6.25μg/mlで あ り,CEZよ り各々5,へ4段 階劣る。イ

ンフルエ ンザ菌8株 での ピークは0.025～0.051mg/mlに

あ り,ABPCよ り3段 階優れ る。 大腸菌15株,肺 炎

桿菌29株,エ ンテロパ クター7株 での ピークは共に

0.iO～0.20μ9/m1に あ り,CEZよ り各々4、3912段 階優

れる。セラチア22株 は0.78～50μg/ml緑 膿菌26株

は12.5～50μ9/m1,ア シネ トパ クター6株 は0。78～>

200μg/mlに 各 々広 く分布してCEZよ りはるかに優れ

ている。

〈臨床成績〉 呼吸器感染症30例(内 訳は肺炎11

例,肺 化膿症4例,慢 性細気管支炎1例,間 質性肺炎2

次感染4例,肺 結核混合感染2例,肺 癌2次 感染7例,

肺炎 と髄膜炎を併発 した敗血症1例)に6059-Sを1日

量2～69,い ずれも点滴静注 して著効7例,有 効15例 ・
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やや有効4例,無 効2例,判 定保留2例(他 剤併用例)

の成績が得 られ,有 効以上の改普率は78.6%で あ っ

た。30例 から24株 の病原性菌を分離して22株 の菌消

失をみたが。その内訳は肺炎球菌4/4,衰 皮 プ菌0/1,イ

ソフルェソザ菌9/10,大 腸菌1/1,肺 炎桿菌4/4,エ ン

テロパクター2/2,セ ヲチア1/1、 セパシア111で あ っ

た。副作用としてGOTとGPTの 上昇が4例,好 賊球

増多が1例 にみられたが,い ずれも軽度で本剤の投与終

了後に正常化した。

23.呼 吸 器 感 染 症へ の6059-Sの 使 用 成 績

滝島 任 ・荒井澄 夫 ・小 西一樹

本田一陽 ・西岡キ ョ ・坂 本正寛

丹野恭 夫 ・照喜 名重一 ・多 田正人

大場奈々子

東北大学医学部第一内科

呼吸器感染症7例 に6059-Sを1回2g,12時 間毎点

滴投与で3～52日 にわた り。総量16～76gを 投与した。

対象疾患は急性肺炎2例(起 炎菌不明2例),FLDに 合

併した肺炎1例 (H.influenzae,Staph,aureus), 気管

支拡張症2例 (Kkb.pneumoniae 1例, Ps.aeruginosa

1例),慢 性細気管支炎1例(起 炎菌不明).SLEに 合併

した急性気管支炎1例 (Kieb.pneumoniae) で あ る。H.

influenzae,Staph.aureus,Kleb.pneurnoniae,Ps.aeru-

enosa の各1例 で は各 々7日,7日,3日,8日 以 内に

起炎菌の 消失がみられたが, Kleb.pneunsoniae の1例

では菌の消失,減 少共に認められなかった。以上の症例

のうち臨床的改善を 伴ったものは起炎菌不明の肺炎1

例, Kleb.pneumoniae による気管支炎1例 であった゜

6059-S投 与後の検査でGOT上 昇2例,GPT上 昇2

例,AL-P上 昇1例,BUN上 昇3例 が認められた。 ま

たSLEに 合併の気管支炎例では6059-S投 与前7,500/

mm3の 白血球数が1,200/mm3(穎 粒球50%,リ ンパ

球42%,単 球8%)に 減少し,投 与中止後7日 目 に

4,600/mm8ま で回復 した。

24.6059-Sの 基 礎 的 ・臨 床 的 検 討

相馬 隆 ・安 達正則 ・神崎玲子

河合美枝子 ・今高国夫 ・中野昌人

滝塚久志 ・岡山謙 一 ・勝 正孝

国立霞ケ浦病院内科

新合成 Oxacephem 系抗生物質6059-Sに つ いて基礎

的,臨 床的検討を行い,以 下の成績を得た。

1.抗 菌力

各種臨床材料から分離 した各種細菌に対する6059-S

のMICを 日本化掌療法学会標準法で測定 した。CEZ耐

性の E.coli に高い感受性を示し, P.vulgaris,Serratia

に対しても高い感受憔を示した。

2.臨 床成績

尿脇感染症6例,呼 吸器感染癌13例,合 計19例 に

本剤を1日19～49,7～14日 間点滴艀注 した。疾患別

効果では呼吸器感染症13例 中10例 有効,尿 略感染症

6例 中5例 有効であった。 副作用としてはdrugfever

1例,好 酸球増多1例 を認めた。末梢血,肝 機能,腎 機

能は全例投与前後ともに正常範囲であった。

考 案

尿路感染症の 有効率83%,呼 吸器感染症については

77%と ともに高い有効率を認め,副 作用も少なく,本 剤

は臨床的に充分使用可能と思われるが、今後さらに検討

を加える必要があると思われる゜

25.6059-Sの 呼 吸 器感 染 症 に 対す る臨 床

成 績

立花昭生 ・鈴木幹三 ・中田紘一郎

岡野 弘 ・谷本普一

虎の門病院呼吸器科

滝 沢 正 子

同 細菌検査室

〈目的〉 新 しいセファロスポ リン剤6059-Sの,呼

吸器感染症に対する臨床効果を検討した。

〈対象および方法〉 昭和54年5月 ～8月 まで,虎

の門病院呼吸器科に入院 した12例(男9例,女3例)

に使用 した。その内訳は,び まん性汎細気管支炎5例,

気管支拡張症1例 、気管支喘息1例,肺 癌 ・肺線維症 ・

塵肺に合併した肺気道感染症3例.肺 炎2例 である。年

令は43才 ～75才 に分布,平 均61才 である。

投与方法は6059-SO.5～29、 を5%ブ ドウ塘または

生理食塩水100～150mIに 溶解,1時 間かけ1日2回 点

滴静注。投与 日数は3日 ～15日,総 投与量6～609で あ

った。

効果判定は,臨 床症状,検 査成績(血 沈値-白 血球数

・CRP),原 因菌の消長より,著 効 ・有効 ・やや有効 ・

無効の4段 階に分けた。

<結 果>12例 中,著 効2例,有 効3例,や や有効4

例,無 効3例 で,有 効率75%で あった。

起炎菌別にみると, H.influenzae 4例は全例有効で

あり,全 例起炎菌は消失した。ブ ドウ糖非発酵グラム陰

性桿菌3例 、Ps.aeruginosa 1例 についても,著 効1例,

有効1例,や や有効2例 と、従来の Cephalosporin 系に

感受性の低いとされていた, Ps.aeruginosa に対 しても
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かなりの抗菌力を示 した。

副作用 としては,投 与1～3日 園に2例 に 発疹を認

め,投 与中止によりすみやかに消失 した。2例 とも皮内

反応は陰性であった。 うち1例 は点滴静注から吸入療法

に切 り換え,発 疹の出現もなく好紬果を得た。

その他1例 にGOT24→100と 上昇を認めたが中止

後,正 常化している。

26.6059-Sの 臨 床的 検 肘

山岡 澄夫 ・真下 啓 明

東京厚生年金病院内科

(目的)呼 吸器感染症(肺 炎7例,急 性気管支炎1例),

複雑性尿路感染症(膀 胱炎1例,腎 孟腎炎4例),皮 下膿

瘍1例 の14例 に,6059-Sを 投与 し,そ の臨床的,細 菌

学的効果と副作用について検討した。(方 法)6059-Sを

点滴静注あるいは筋注にて投与した。投与量は1日1か

ら49で,5日 から34日 間投与 した。投与前後の自他

覚症状および検査所見から有効性を判定し,尿 路感染症

はUTI基 準 に従った。

(成績)臨 床的効果は,呼 吸器感染症8例 中8例 が有

効,尿 路感染症では有効2例,や や有効1例,無 効2例

であった。 細菌学的効果は呼吸器感染症8例 中,消 失

2,減 少1,菌 交代1,不 変1,不 明3で あった。尿路

感染症では消失1,減 少1,菌 交代,不 変,不 明それぞ

れ1例 であった。 皮下膿瘍の1例 は臨床的にやや有効

で,細 菌学的効果は不明であった。副作用としては1例

にGOT,GPT,A1-Pの 上昇を認めたが,投 与中止後

正常化した。

(考案)本 剤は呼吸器感染症に対して有用性が高いと

考えられる。

27.6059-Sの 基 礎 的 ・臨床 的 研 究

島 田 馨 ・稲松 孝思

佐藤 京子 ・安達 桂子

東京都養育院付属病院

臨床分離の B.fragilis 25株, B.thetaiotaomicron 13

株, B.vulgar is 5株 を用い,MICを 測定 した。1株 を

除 き6.3μg/ml以 下 のMICを 示 した 。MIC50はB.

fragilis が0.8μg/ml, B.thetaiotaomicron 6.3 fiend,

B.vulgaris 31ƒÊg/ml であった゜6株 の Cl.difficile では

5株 は100μg/ml1株 は50μg/mlのMICを 示 した。

健康成人2名 と老年者4名 に6059-S19を2時 間か

けて点滴静注時の血中濃度 ピーク値は 成人が48.5μ91

m1,老 年 者 が71.9μg/mlで あ っ た。 one compartment

model で血中半減期を求めた。

敗血症5例(起 炎菌は E.coli が2例, Serratia 1例,

Klebsiella  1例, Alcaligsnss,Bacteroides,r.Strept の

混禽感染1)で は, Klebsiella 敗血症に薯効, E.coil 敗

血疲2例 と Serratia 敗血嬢の3例 に有効,複 敬鷺敗血

症には無効であった。このほか腎孟腎炎3例 には著効な

いし有効,胆 道感染2例 には有効,肺 炎の3例 は2例 有

効,1例 無効であった。

副作用としては発疹1。 偽誤性腸炎1,ブ 鋸トμンピ

ン時間の延長をともなう喀血1で あり,この出血傾向は

ピタミンK投与で消失した。

28.6059-Sに 関す る臨床的研究

上田 泰 ・松本文夫 ・斉藤 篶

嶋田甚五郎 ・大森雅久 ・柴 孝也

山路武久 ・井原裕宣(・北条敏夫

東京慈恵会医糾大学第二内糾

新合成 Oxacephem 系薬荊6059-Sに ついて嬉床的検

討を試み以下のような成績をえた。

抗菌力:G(一)桿 菌 (E.coh,K.pneumoxiae,P.mi-

rabilis,E.cloacae,S.marcescens) に対する本荊の

MICを,CEZ,FK-749,HR-756,T-1551,SC序963と

比較検討 した。本剤は上記すべての菌種に対して,(窺

より優れた抗菌力を示し,他 の4薬 剤に対しては,同 等

または,や や優れた抗菌力を示した。

吸収 ・排泄:健 康成人4例 に本荊および(麗 を1回

1,000mg静 注 に よる cross over 法により血中濃度およ

び尿中回収率を比較検討 した。血中濃度のpeak値 は,

各 々注 射 後5分 に み られ,6059-S:201.0±39.6μ9加L

CEZ:147.6±25.4μ9ノ 凪 血 中 半 減 期(T1/2)は,

6059-S:96.0±18.1分,CEZ:102.9±14、9分 と ほぼ

同様 の傾 向を 示 した 。8時 間 まで の 尿 中 回収 率 は6齢

S:86.7%,CEZ:83.0%で 両 者 間 に は 有意 の差が なか

った 。 probenecid 併用した際の本剤の血中濃度推移は,

本剤単独投与時に比し,や や高値を示 したものの有意差

とは認められなかった。慢性腎不全患者11例 では,健

康成人のそれに比し,全 経過中高値を示 し,ま たT瑠

は295分 とかな りの延長をみた。

臨床成績:主 として尿路感染症,呼 吸器感染症25例

(26感 染)に 本剤を1日0.5～49,2回 に分割し点滴静

注または静注使用した。臨床効果は,著 効10例,有 効

9例,や や有効1例,無 効1例 で有効率92.3%と 優れ

た成績を示 した゜細菌学的除菌効果は,19株 中17株

(89.9%)の 消失をみた。副作用としては25例 中2例 に

GOT,GPTの 軽 度上昇をみたが,使 用中止後すみやか

に正常値に復 した。
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29.6059-Sの 治 験

滝沢 敬夫 ・阿部 澄子

凍京女子医科大学病院内科1

呼吸器感染症を主とする以下14症 例に6059-Sを 使

用した。

対象年令は,24～81才,平 均66才 であ り,う ち男性9

例,女 性5例 である。対象疾患としては,慢 性気管支炎

の急性増悪3例,間 質性肺炎に気道感染合併1例,細 気

管支炎急性増悪1例,肺 結核に気道感染合併1例,気 管

支拡張症増悪1例,気 管支喘息に気道感染合併1例,肺

癌手術後肺炎1例,陳 旧性肺結核に肺炎合併2例,慢 性

呼吸不全に肺炎合併1例,敗 血症に尿路感染合併1例,

白血球に尿路感染合併1例 である。

起炎菌を同定し得たものは,11例 で,内 訳は喀疾より

K.pneumoniae 2例, H.influenzae 2例, E.coli 3例,

P.aeruginosa 2例 であ り,血 液および尿より E.coli 1

例,尿 よ り Serratia 1例 である。

投与量および方法は,1回0.5～29,1日2～3回 分

割の静注または,点 滴静注である。 投与期間は,1～20

日で,平 均9日 である。

効果は,細 菌学的に有効8例,や や有効1例,無 効2

例,判 定不能3例 であ り,臨 床的効果は,有 効10例,

無効1例,判 定不能2例 である。

副作用は,悪 心1例,下 痢1例 である。

30.6059-Sの 臨 床 的 研 究

中川 圭一 ・鈴木 達夫

渡辺健太郎 ・小 山 優

東京共済病院内科

横 沢 光 博

同 検査科

6059-SはCPs類 似 の新抗生剤です ぐれた抗菌力と広

い抗菌スペクトルを有する。われわれの病院における臨

床分離の各種グラム陰性桿菌各25株 に 対する本剤の

MICを 日本化学療法学会標準法で測定 したところ,且

co躍に対する本剤のMICは84%が ≦0.39μg/ml,

Klebsiella pneumoniae に対してはすべて ≦1.56μg/ml,

Enterobacter cloacae に対 しては80%が ≦3.13μg/

ml,Serratia に対 して は76%が ≦0.78μg/ml,Ps.

aeruginosa に 対 して は1.56～50μg/mlを 示 した 。 この

際の接種菌量は Over night culture の100倍 稀釈液を

用いた。

6059-S1,000mgi.v.の 血 中 濃 度 は6例 の平 均 で1/2h,

8"μg/ml,1h後49.7g/ml,6h後3.6μg/ml,8h

後1.7μg/mlを 示 し。尿中回収率は6例 の平均で8hま

でに76,7%で あった。82才 δの気管支拡張症に本剤

3g2時 間で点滴 した際の血中濃度はPG8kが150,6μg

/ml,喀 疾 中濃度のpeakが9,0μg/mlを 示 し,32才e

の慢性気管支炎に本剤2ｇ,2時 閲で点滴した際の血中

濃度のpeakは110μg/ml,喀 疲 中濃度のpeakはL4

μg/mlで あ った。"

本剤投与の臨床 治 験 例 はRTI13例,UTI3例,

BTI3例,そ の他2例 の叶21例 である。RTI13例 中

有効以上7例.無 効5例,不 明1例 であった。UTIは3

例 とも有効以上,BTIは2例 有効,1例 不明であった。

投与量は1日 量29が 大部分であった。副作用は1例 に

発疹がみられた外、特記すぺきものはなかった。以上の

結果か ら本剤は有用性のある新抗生物質と考えられる。

31.6059-Sに 関 す る基礎 的 ・臨 床 的 検 討

小林芳夫 ・小沢幸 雄 ・甘 慶華

山上恵一 ・故富岡 一

慶大内科

目的:新 しく開発された抗生剤6059-Sに 基礎的 ・臨

床的検討を加えた。

材料 と方法:1977年 から78年 に血中より分離 した主

要GNRに 対する6059-SのMICを 化療標準法で測定

した。また1975年 か ら79年 の血中由来 P.aeruginosa

に対する6059-SのTOBと の併用効果を検討した。

症例:腎 孟腎炎3名,敗 血症1名 に6059-Sを 投与し

た。

結果:6059-SのMICはE.coli22株 には0.025～

0.39ƒÊg/ml,K.pneumoniae 22株 中21株 に対 し0.1～

0.78μg/ml,1株 に3.13μg/mlでCEz,CTM,CMZよ

り優れた抗菌力であった。E.cloacae 12株, S.marce-

scens 12株 に対する6059-Sの 抗菌力はSBPC,TIPC

に比 し優れていた. P.aeruginosa 23株 に対する6059-

SのMICは6.25～400μg/mlでSBPC,TIPCと ほ ぼ

同等の抗菌力であった。27株 の P.aeruginosa 中21株

(7乳8%)に 対 し6059-SとTOBは 相乗作用を示 した。

TIPCとTOBは これら27株 中16株(59.3%)に 相

乗作用を示したにとどまった。

腎孟腎炎3例 に6059-Sを 投与 したが全例有効であっ

た 。S.marcescens 敗血症例は1日 量AMK400mgと

6059-S29の 併用投与例であるが,い ちおう有効と判定

した。本菌のDisc感 受性成績はCBPC(L),GM(+),

AMK(帯)で あった。
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32.6059-Sの 臨 床 的 検 酎

渡辺一功 ・森 健 ・泉 昭

日比野順子 ・池 本秀雄

順天堂大学医学部内科

目的:我 々は新たに開発されたセファロスポリン剤,

6059-Sの 臨床的検討をおこなったので報告する。

方法:対 象は肺炎,気 管支拡張症,感 染性喘息(同 一

症例に時期を異に して投与)各2例,肺 膿瘍,ぴ まん性

汎細気管支炎,肺 癌,腎 孟炎各1例 の計11例 であり年

令は43才 より70才 にわた り,男 子3例,女 子8例 で

ある。本剤1日29を 分2で 点滴静注で投与,投 与日敬

の最短は7日(総 量149),最 長は58日(総 量1169)

である。これらの症例につき臨床効果,起 炎菌の検索お

よび血液検査,肝 ・腎機能検査などや自他覚的な副作用

について検査した。

成績:効 果判定可能な症例は9例 であり,臨 床効果は

著効1例,有 効7例,無 効1例 で有効率は88。9%で あ

った。細菌学的にはインフルエンザ菌検出2例 中全例有

効,大 腸菌,緑 膿菌検出1例 も有効,緑 膿菌(M型)検

出1例 は無効であった。各種検査成績では1例 に軽度の

GOT,GPTの 上昇を認めたが,本 剤中止後は正常に復

した。その他には自他覚的に副作用は認めなかった。

考案:呼 吸器感染症を主とした 各種感染症に6059-S

を投与 し有効率88.9%の 成績をえた゜副作用として1

例にGOT,GPTの 上 昇をみたが軽度であり,6059-S

は臨床的に充分効果が期待できる抗生剤と考えられる。

33.6059-Sに 関 す る基 礎的,臨 床 的 研究

国井 乙彦 ・深谷 一太

小 松 喬 ・岩田滉一郎

東京大学医科学研究所内科

Oxacephem 系新抗生物質6059-Sに ついて行なった

2,3の 検討成績について報告する。

臨床材料分離の諸種グラム陰性桿菌74株 の本剤に対

する感受性を 日本化学療法学会標準法に準 じて 測定し

た。大腸菌 ・クレブシェラなどでは0.1～0.8μg/mlに

大部分の株 が 分 布 し,緑 膿菌では12.5～>100μg/ml

と,や や感受性が鈍であった。

大腸菌 ・クレブシェラについて、CEZと のMIC値 の

相関において,明 らかに本剤の優位がみとめられた。

健康成人男子4名 に本剤とCEZと を cross over 法に

て19静 注 し,血 中濃度 ・尿中排泄を比較した。両者の

血中濃度の推移は類似し,半 減期もほとんど同じであっ

た。尿中排泄はCEZよ りい くぶん少なかった。

また,本 剤 とCEZ各18を 岡時に静蓬し夕難P鵬 綾

にて岡堵を分馴定量し,単 独担与時との血中濃度を比較

したところでは,ほ とん ど嬢似 した推移を示した。

健常ヲット,CCIに よる急性・慢性肝障普 ラヲトに

本剤を 筋注して.血 中濃度,胆 汁 ・尿中排泄を比較し

た。急性障審騨では餓常群に比 し嚢血中 ・胆汁中綾度が

高く9尿 中排泄が多か った。慢性障寳群では3群 中もっ

とも胆汁排泄が少なく,尿 中排泄が多かった。

臨床的には4例 に使用した。肺炎1例 と肺化農舵2例

に有効,尿 路感染1例 は再発をみた。2例 にGOT・

GPT上 昇,2例 にBUN上 昇をみ とめ,一 部で本鴛と

の関連が疑われた0

34.6o59-Sの 臨 床使 用 経験

原 田 契一・ 藤森 一平

川崎市立規嶋病院内科

目的:新 しい抗生剤6059-Sの 臨床効果を見るために

各種の臨床例に 治験を 行なったのでその威績を報告す

る。

方法:症 例は全部で15例 であ り。その内訳は腎孟腎

炎11例,肺 炎3例,肺 膿瘍1例 であった.投 与量およ

び方法は1.09静 注1日2回 が最も多く,0.59筋 注1

日2回 がこれに次ぎ,0.25g筋 注1日2回 投与した症例

もあった。

結果:腎 孟腎炎の11例 中7例 が有効,や や有効が3

例,無 効1例 であった。有効例の薗循は E ammam,

K.pneumoniae,E.coil,Enterobader 等であり,無 効例

の菌種は Enterobacter であった。P.aerugiliosa の2例

はやや有効, S.marcescens の1例 もやや有効であった。

肺炎の3例 では有効1例,や や有効2例 であった。肺農

蕩の1例 はやや有効であった゜呼吸器感染症で起炎菌が

証明されたのは K.imesononiae 1例 のみで,こ れはや

や有効であった。團作用では1例 に白血球が1,800ま で

減少 し,投 与中止したところ2週 間で正常に回復した。

また1例 にSGOTが95,SGPTが96ま で増加が認め

られた。

考案:以 上の結果 より6059-Sは 有用な抗生剤と思わ

れる。副作用の中で白血球減少を起 した症例はウイルス

感染症による白血球の一過性低下が合併した可能性もあ

る。
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35、 内 科 領 域 に おけ る6059-Sの 臨 床 的 検

討

庄司 進 一 ・牧下 英夫

信州大学医学部第3内 科

6059-Sは セファロスポ リンの 母核に 人工化学変換を

加えた臨床適用の可能な初めてのOxaCephem誘 導体で

ある。今回我々は膀胱炎4例,腎 孟腎炎2例,慢 性気管

支炎1例,計7例 に対し6059-Sを 静脈内投与 し臨床的

検討を加えたので報告する。

基礎疾患に,再 生不良性貧血,家 族性アミロイドポ リ

ニェーロパチー,結 節性動脈周囲炎,多 発性筋炎,糖 尿

病,パ ーキンソン病+胃 癌等を有する39才 から63才

の入院憲者,1回 に0.5～2.0gを ソ リタT3な い し生

食に溶解 し点滴静注ないし静注で日に2～3回 投与 し

た。投与期間は6日 ～19日 間 で,平 均11日 。全例6059

-Sの 単独投与で
,総 量は7g～72gで,平 均35g。

臨床症状の 消失,検 査所見の正常化等は全例で認め

られた。 起炎菌 は5例 で同定 され,2例 では Serratia

marcescens,Klebsiella pneumoniae+Enterococcus,

Enterococcus,Haemophilus influenzae+Citrobacter

freundii の各1例 で あ った。内2例 の Serratia と

HaemoPhilus+Citrobacter の1例 で菌の消失を認めた。

Enterococcus が起炎菌だった1例 では Candida への菌

交代を認めた゜

臨作用として2例 で血清 トランスアミナーゼの上昇を

認めた。1例 では投与5日 目にGPT136,GOT53と 上

昇し,投 与終了後8日 目に正常化 した。他の1例 では投

与15日 目にGPT32,GOT36と 上昇し,投 与終了後

8日 目にはGPT66,GOT73で あ ったが,終 了後15

日目にGPT34,GOT30と 低下傾向をみた。これらの

例で他の肝機能検査上異常は認めなかった。その他本剤

と関連あり得る副作用は認めなか った。

36,呼 吸器感染症に対す る6059-Sの 効果

高木健三 ・佐竹辰夫 ・今井昌利

粟屋雅就 ・横幽繁樹 ・竜華一男

名古屋大学医学部第二内科

鈴木留美 ・森田敬-一・押田芳治

陶生病院内科

成 瀬 武 弘

加茂病院内科

荒 井 孝

土岐市民病院内科

目的: Oxacephem 系抗生物質6059-Sの 呼吸器感染

症に対する臨床効果を検討した。

方法:名 古屋大学医学部付属病院,お よび他の4施 設

に,昭 和54年3月 から8月 まで入院 した14症 例を対

象とした。その内訳は,気 管支肺炎10例,気 管支炎3

例,気 管支拡張症1例 であった。基礎疾患として,肺 結

核症,肺 癌などを有する症例が6例 あった。6059-Sは

1回1～29,1日2回 を原則として,点 滴静注法または

静注法で投与 した。 また,そ の総投与量は79な いし

659で あ る。

成績:臨 床効果は,自 覚症状とと もに,白 血球数,

CRP,赤 沈値,胸 部X線 像などの検査成績の推移を合わ

せて総合的に判定した。その結果は,著 効2例,有 効5

例,や や有効5例,無 効2例 であった。

考案:呼 吸器感染症14例 の6059-S臨 床使用成績で

の有効率は,臨 床効果判定で有効以上をとった場合は,

50%で,や や有効を含めると85.7%で あ った。なお,

有効例の1例 は,マ イコプラズマ肺炎患者である。 ま

た,副 作用は4例 に認められ,GOT,GPT上 昇3例,

AL-P上 昇1例 であった。 しか し,GOT,GPT上 昇例

の2例 は,正 常範囲内の変動にとどまっていた。

37.6059-Sに 関 す る臨 床 的 研究

山 本 俊 幸

名古屋市厚生院

森 幸三 ・加藤錠一 ・南条邦夫

加藤政仁 ・永坂博彦 ・北浦三郎

武 内俊彦

名古屋市立大学第1内 科

症例は呼吸器感染症9例,尿 路感染症2例,胆 道感染

症2例,敗 血症2例 の計15例 であり、本剤の1日 投与

量は1～4gの1日2回D.1投 与を行なった。臨床効果
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は,呼 吸器系が有効7,や や有効1。 無効1,尿 略系が

2例 共に有効,胆 道系および敗血症例では各々有効1や

や有効1例 ずつであり,全15例 中,有 効11例,や や

有効3,無 効1で あった。

細菌学的に呼吸器感染症でHaemophilus2例,Kleb-

siella 2例,Staphylococcus1例,E.coli1例 が検出

されたが,い ずれも除菌し得た。ただし,1例 に投与前

常在細菌叢から投与後Klebsiellaに 交代 した。尿路感染

症でEnterobacter cloacas,E.coli,敗 血症でKlebsiella,

E.coliが 検出されたが,い ずれも除菌でき,全 例で細菌

学的効果を認めたもの9例,不 明のもの6例 の紬果であ

った。

副作用については,3例 にEosinophiliaを 認めたが

本剤との因果関係は疑いはあるが不明であった。1例 に

GOT,GPT,ALPの 上昇と発熱,発 疹の出現をみ.投

薬中止にて改善 したため本剤によるものと考えた。

38.6059-Sの 臨 床 治験

白川 茂 ・植原典美 ・内野治人

京大第1内 科

Oxacephem系 新抗生物質6059-Sの 臨床治験につき

報告する。対象は27才 から71才 に至る男子8,女 子

12の20症 例 で、感染症はいずれも急性,腎 孟腎炎9,

気管支炎1,気 管支肺炎5,間 質性肺炎1,胆 道感染症

2,腸 炎1,不 明熱1の 各例で,敗 血症2例 の合併があっ

た。これらのうち基礎疾患ないし合併症をもつもの12

例,内 訳は高血性脳症,心 房細動,甲 状腺機能低下症,

胆石症,尿 路結石,結 腸癌,悪 性 リンパ腫 などであっ

た。6059-Sの 投与法は全例1～2時 間の点滴静注,単 独

投与で,13例 で1日192回,4例 で1日291回 。

3例 で1日292回,そ の後1日1g1回 に減量,投 与

日数は7～11日(間 質性肺炎のみ31日)で あった。尿,

喀疾,胆 汁,血 液 よりの分離菌は 瓦co菰i11件 で最も多

く, a-Strept.,Strept.viridans,Strept.pneumoniae,

Kleb.pneumoniae,Kleb.aerogenes,Hemoph.influ-

enzae,Neisseria,Ent.cloacae,Acinetobacter などで

あった。臨床効果は著効12,有 効6,や や有効1,無 効

0,判 定不能1で,感 染症別には腎孟腎炎著効6,有 効

3,肺 炎著効4,有 効1,気 管支炎著効1,間 質性肺炎判

定不能1,胆 道感染症著効1,有 効1,腸 炎著効1,不

明熱やや有効1で,敗 血症著効1,有 効1の 各例であっ

た。細菌学的効果は菌消失13,菌 減少4,不 変1,不 明

2で あった。本剤投与によると考えられる自他覚的副作

用は臨床所見,血 液所見,血 液生化学値の変動からみて

全く認められなかった。以上からOxacephem系 新抗生

物質6059-Sは 臨床的に有用な抗生物質と考えられた。

39.6059-Sに 関 す る基 礎 的 ・臨 床的 研究

大久保 滉 ・岡本 綬子

上 田 良弘 ・前原 敬悟

闘酋優科大学第1内 糾

目的3新 しくシオノギ製薬研究所で闘発 され たCe-

phab5porin系 抗生剤6059-Sに つき,基 磯的,臨 床的

検討を行なったので報告する。

方法:抗 菌力検討;臨 床分離のグヲム陽性および陰性

菌につき本剤のMICを 測定し,他 のCephalosporin系

と比較した(寒 天平板稀釈法)。 ラット臓器内濃度;本

剤を10mg/kgを 筋注,遂 次的に薦血死させ,各 臓器エ

マルジ津ンを作 り,E.coli ATCC7437を 検定奮とする

帯培養法で,Trypto-soy-Agar培 地を用いて測定した。

臨床的検討:呼 吸器感染症8例,尿路 惑染症4例,胆 進

感染症3例,そ の他1例,計16例 に本剤を1回0.5～

29,1日2～3回 筋注または静脈内投与した。

成績;抗 菌力;Staph.aureusの 本剤に 対するMIC

は6.5～12.5μg/ml辺 と100μg/ml以 上の2相 性をなし

CEZ,CTM,CMZお よびCMDよ り劣っている。但し

Proteus vulgaris,Serratia,Klebsiella などでは比較薬剤

に100μg/ml以 上 の耐牲のものに高い感受性を示し,

E.coli,Pseud.aerugで は最もMICが 小 さい。臓器内

濃度;腎 にもっとも高く,血 液,肺,肝,筋,脳,諄 の

順でCMDやC)FXよ りややピークが低いが持続がやや

長い(CETに 似 る)。臨床成績;比 較的重症の感染症に

使用して16例 中12例 に有効であった.副 作用は1例

にGOT,GPTの 上昇,1例 に注射部痛を認めた゜

結語:6059-Sは グラム陰性菌感染症に対しすぐれた

抗菌剤であることを確め得た。

40.6059-Sに 関 す る基 礎 的 な らび に臨床

的 研究

塩田憲三 ・三木文雄 ・久保研二

河野雅和 ・高松健 次

大阪市立大学第1内 科

塩野義製薬研究所において,新 しく合成されたOxa-

cephem系 抗 生物質,6059-Sに ついて検討を行ない,以

下の成績を得た。

抗菌力:病 巣分離菌の6059-Sに 対する感受性を化療

標準法で測定し,CEZに 対する感受性と比較 した。Tri-

pticasesoybroth前 培養原液接種とその100倍 稀釈液

接種により測定 した6059-Sに 対する感受性分布のピー
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クは.S.aureus 29株 で は12.5μg/mlと6,25μg/ml

に,旦coli 31株 で は0.39μg/mlと0.2μg/mlに,

κ励si8〃a23株 では0.39μg/mlと ≦0.1μg/mlに,

P.mirabilis30株 では0.2μg/mlと ≦0.1μg/mlに,

P.vulgaris15株 で は0.2μg/mlと ≦0.1μg/mlに,

P.aeruginosa30株 で は50μg/mlと25μg/mlに,そ れ

それ存在 し,GNBに 対する6059-Sの 抗菌力はCEZの

抗菌力よりかな りすぐれているが、S.aureusに 対する

6059-Sの 抗菌力はCEZよ りかな り劣ることが隠められ

た。

臨床成績:肺 炎,感 染を伴った肺気腫,感 染を伴った

肺線維症各1例,び まん性汎細気管支炎,感 染を伴った

肺癌各2例,急 性腎孟腎炎,慢 性膀胱炎各1例,慢 性腎

孟腎炎2例,計11例 に6059-S1日1.0～409を 投与

し,呼 吸器感染症7例 中,有 効5例,無 効1例,判 定不

能1例,尿 路感染症4例 中著効,有 効,や や有効,判 定

不能各1例 の成績を得た。 副作用として.疫 痒感,発

熱,好 酸球増多各1例,2例 にかな り高度の肝障害の発

生をみた。

41.6059-Sの 臨 床 的 検 討

滝下 佳寛 ・後 東 俊博

香西 勝人 ・螺良 英郎

徳島大学医学部第3内 科

新しく開発された抗生物質6059-Sの 各種感染症に対

する臨床効果を検討した。

対象はいずれも入院患者で呼吸器感染症7例,膀 胱炎

1例,敗 血症疑1例 の計9例 に用いた。 うち5例 は基礎

疾患ないしは合併症を有していた。投与方法は静注また

は点滴静注によった。投与量は1日1～49,投 与期間は

6～31日 の間である.効 果判定は自覚症状,各 種検査所

見等より総合判断 し,著 効,有 効および無効の3段 階に

分類した。

結果は9例 中著効4,有 効5と いずれも有効以上であ

った。すなわち肺化膿症の1例 で著効,肺 炎5例 中著効

2,有 効3,気 管支炎および膀胱炎の各1例 でいずれも有

効,敗 血症疑いの1例 で 著効であった。 原因菌別では

Smmsに よる肺化膿症の1例 で著効,β-StrePtococ-

cusの 検出され た 肺炎1例 で 著効,Serrafiaま た は

Pneumocmusの 検 出された肺炎2例 でいずれも有効,

E.coliの み られた膀胱炎1例 にて有効であった。

副作用は膀胱炎の1例 で軽度のS-GOT,S-GPTお

よびA1-paseの 上昇が,ま た肺炎の1例 で軽度の発疹

がみられた。

以上より6059-Sは 肺炎等の感染症に対 して有用な抗

生物質であると思われる。

42.6059-Sに 関 す る 研究

副島 林造 ・二木 芳人

松島 敏春 ・田野 吉彦

川崎医科大学呼吸器内科

く目的および方法>6059-Sに つい て 臨床分離株に

対する抗菌力,息 者投与後の吸収,排 泄,さ らに呼吸器

感染症患者に使用 した際の臨床効果,副 作用の有無につ

いて検討を行なった。

〈成績〉 各種臨床分離株に対する抗菌力は,黄 色ブ

菌では.EZ,T-1551よ りやや劣る成績であった。しか

し大腸菌,肺 炎桿菌,プ ロテウス属,セ ラチア等グラム

陰性桿菌群に対 してはす ぐれた 抗菌力を示し,MICピ

ークは各々0 .1,0.78,0.39,0.78μg/mlで あ り,い ず

れもCEZ,T-1551よ りすぐれていた。しかし緑膿菌に

対するMICの ピー-クは50μg/mlで あ りT-1551よ り

劣っている。 パイオフォトメーターを 用いて,大 腸菌

NIHJJC-II株 の増殖曲線におよぼす効果をみた成績で

は,CEZよ りす ぐれた増殖抑制効果が認められた。

4名 の呼吸器疾患患者を対象として,1.09を1時 間

で点滴静注した場合の血中濃度は、1時 間で最高値を示

し,平 均47.8μg/mlで あ ったが,以 後急速に低下し6

時 間値は3.0μg/mlで あ った。6時 間までの尿中回収率

は平均55%で あ った。

12例 の呼吸器感染症患者に使用 して,著 効2,有 効7

例(有 効率75%),や や有効1,無 効2例 の成績であっ

た。全例に副作用あるいは臨床検査値の異常を呈したも

のは認められず,有 用性の高い薬剤であると考えられ

た。

43.呼 吸 器感 染症 にお け る6059-Sの 臨 床

的 検 討

西本 幸 男 ・山木戸道郎

桑原 正雄 ・渡 辺 隆

広島大学医学部第2内 科

新 しく開発され たOxacephem系 抗生物 質 で あ る

6059-Sに ついて以下の検討を行ったのでその成績を報

告する。

吸収 ・排泄:7例 の入院症例に,本 剤1gを1回 静注

した 際の血清中濃度,尿 中回収率,喀 疾内移行濃度を

瓦coli7473を 検定菌とする薄層カップ法にて測定した。

7例 中,Ccr≧70ml/minの4例 では,血 清中濃度は注射

15分 後に67～165μg/ml(平 均93.8μg/ml)の ピークを

示し,以 後漸減し,4時 間後には10～34μ91m1(19.8

μg/ml)を 示 した。4時 間までの尿中回収率(2例)は
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78.7～83.4%で あった。Ccr<70ml/minの3例 では1

血清中濃度は 注射15分 後に100～165μg/ml(129.3

μg/ml)を 示 し,以 後漸減 し。4陣 間後には15～18μg/

mI(18.7μg/ml)を 示 した。4時 間まで の 尿中圓収事

(2例)は56.9～75,9%で あ った。喀疲内移行濃度は3

例 について,注 射後1時 間毎に4時 間まで測定したが,

各時間における平均値は,0.88,0,71,1,0,0.65μg/

m1で あった。

臨床成績:急 惟肺炎5例 、慢性気管支炎1例 に本剤を

1回1g,1日2回 の静注或いは点滴静注で7～20日 間

投与した。その繕果,著 効2例,有 効2例,や や宥効2

例の成績が得られ,無 効例はたかった。なお,副 作用は

認めなかった。

44.6059-Sの 基 礎 的 ・臨 床的 検 討

沢江義郎 ・岡田 薫 ・柳瀬敏幸

九大医療短大医学部第1内 科

新 しく開発 され たOxacephem系 抗生物質 であ る

6059-Sに つ いて,基 礎的,臨 床的検討を行ったので報

告する。

九大病院検査部にて昭和53年1月 以降に分離された

数種の菌株について,6059-SのMICを 日本化学療法学

会標準法により測定した。接種菌液は トリブトソイブイ

ヨン1夜 培養原液 と100倍 希釈液を用いた。

Saureus 121株 では,大 部分が原液,100倍 液 とも

12.5μg/mlで あった。E.coli 121株 では,原 液のとき

すぺて12.5μg/ml以 下 で,0.4～0.8μμg/ml以 下が60

%で あ った。100倍 液 では90%が0.4μg/ml以 下で

あった。K.pneumoniae 121株 では,原 液のとき12.5

μg/ml以 下が9.5%で,多 くが0.4～3.1μg/mlで あ

ったが,100倍 液では大部分が0,8μg/ml以 下 であっ

た。Enterobact78株 では,60%が25～50μg/mlで

あったが、100倍 液では12.5μg/ml以 下が60%で あ

った。P.mirabilis 40株 では,原 液のとき多くが6.3～

12.5μg/mlで あったが,100倍 液ではすベて0.4μg/

m1以 下 であった。これらは同時に測定 したCEZに ない

す ぐれた抗菌力であった。

九大第一内科入院患者の肺炎4例,肺 化膿症1例,急

性扁桃炎2例,慢 性気管支炎1例,腎 孟腎炎1例,慢 性

感染症1例 の計10例 に6059-Sを1日7～39日 間使用

し,有 効8例,や や有効1例 とす ぐれた 臨床効果であ

り,副 作用は認められなかった。

45,呼 吸 器 感 染症 に 対 す る6059-Sの 使 用

経 験

高本 正祇 ・原 田 進

原 田 泰子 ・石橘 凡雄

九州大学医学部付属胸鶴疾患研究施設

〔目的〕:呼 吸器感染症に対する6059-Sの 効果を臨床

的に検討 した。

(方法〕:呼 吸齢悠染症7例 に6059-Sを 使用した。節

炎,肺 化膿症5例,慢 性気管支炎の急性増悪2例 で,男

性5例,女 性2例 であった。年令は15才 より78才 ま

で平均年令51才 であ り,5例 に何らかの碁礎疾患を露

めた。起炎菌が同定できたのは2例 のみで,い ずれも

Haemophilus influenzaeで あった。

6059-Sは 電解質溶液200mlに 鰺解 し,朝 夕2回 点養

静注で投与 し,1日 使用量は1例 のみ1g`,6例 は29

使 用 した。使用期間は14～21日 であった。併用薬に他

の抗生物質は全く使用 しなかった。

〔成績および考案〕:効 果判定は1)起 炎菌の消失,2)

胸部 レ線所見の改普,3)自 他覚所見(発 熟 咳凱 喀疾

の量および性状,胸 部理学的所見,4)血 沈,CRP,末 精

白血球数,な どを基準に判定 したが,著 効2例 。有効4

例,や や有効1例 であった。なお翻作用は全例に認めら

れなかった。6059-S使 用の前後に,血 沈,CRP,一 般 検

血を行ったが,す べて正常化 した。また肝機能,腎 機能

には全く異常はみ られなかった。以上の結果より6059-S

は呼吸器感染症に対 して有用な薬剤であると思われる。

46.6059-Sに 関 す る基礎 的 ・臨 床的研究

松本慶蔵 ・宇塚 良夫 ・永武 毅

野 ロ行雄 ・宍戸春美 ・山本真志

井手政利 ・玉置公俊 ・渡辺貴和雄

長崎大学熱研内科

目的:6059-Sは,0胆cephem構 造を有する β-lac-

tam剤 として,広 域抗菌力とβ-lactamaseに 対する安全

性を有する最初の薬剤である。呼吸器を中心とする感染

症の化学療法における本剤の位置付けを目的に研究を行

なった。

方法:(1)呼 吸器病原菌に対するMICを 測定した。(2)

各種感染症31症 例に本剤を投与 し,起 炎菌のMIC.血

中濃度,喀 疾 ・リコール中移行ならびに臨床効果の検討

を行なった。

成績ならびに考案:(1)MIC分 布の 中心は,肺 炎球菌

1.56,イ ンフルエンザ菌0.10,大 腸菌0.10,肺 炎桿菌
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0.10,緑 膿菌12.5μg/mlで,呼 吸器病原菌の大部分に

強い抗菌力を示した。(2)本剤250mg～39の 静注および

点滴静注にて・血中濃度はd゜se-respon8eを 示 し,半 減

期はユ00～145分 で β-lactam剤 中で最長の群に属する。

尿中回収率は投与後8～11時 間 で68～93%,喀 疾中移

行率は1.4～2.3%で 、測定 した4症 例でいずれも起炎

菌のMICを 充分凌駕 した。舳膜炎急性期の リコール中

移行率は,1.6%で,回 復後は検出されなかった。(3)呼

吸器感染症20,尿 路感染症3,胆 嚢炎5、 髄膜炎1,敗

血症1,そ の他1に 対 し,本 剤1日0.5～69の 静注 ・

点滴静注にて,著 効8.有 効22,無 効1の 成績で,起 炎

菌28株 中,本 剤耐性の緑膿菌1株(MIC25μg/m1)を

除 きすべて除菌され,有 効であった。副作用は認められ

なかった。(4)以上の 結果 より,本 剤は非常に有効かつ

有用な薬剤であり,呼 吸器感染症の化学療法 に お い て

first choiceと な し得ると結論される。

47.6059-Sに 関 す る臨 床 的 検 討

大野 一典 ・西 尾 彰

札幌医科大学泌尿器科教室

本間 昭雄 ・青山 龍生

旭川赤十字病院泌尿器科

複雑性尿路感染症に6059-Sを 投与 し臨床的に検討し

たので報告する。

〈対象および投与方法〉

対象は44才 ～91才 で男性22例,女 性2例 の計24

例で,内 訳は,第1群(カ テーテル留置症例)6例,第

2群(前 立腺術後感染症)1例,第3群(そ の他の上部

尿路感染症)4例,第4群(そ の他の下部尿路感染症)

8例,第5群(混 合感染,カ テーテル留置症例)1例 、

および除外症例3例,膀 胱全摘後の死腔炎1例,計24

例である゜1日 投与量は,0.5g5例,1g15例,2g4

例で,投 与期間は,死 腔炎の症例の14日 間を除 き,全

例5日 間とし,one shot静 注 で投与 した。効果判定は,

UTI薬 効評価基準に基いた。

〈結果〉

(1)群別総合臨床効果

第1群 では83.3%,第2群100%,第3群75%,第

4群100%,第5群100%で 全体では90%の 良成績で

あった。

(2)細菌学的効果

P.aeruginosa(3株),P.mirabilis(2株),P.mor-

ganii(2株),P.inconstance(2株),K.pneumoniae

(1株),K.ozaenae(1株),S.marcscens(6株),E.

coli(4株),が 分離されたが,い ずれも100%の 消失率

を示した。

(3)投与後出現株数

出現株数は5株 で,内 訳はS.rubidae1株,Enter-

obactar1株,Streptococcus3株 である。

(4)副作用

全例に認められなかった。

48.6059-Sの 慢 性 複 雑 性 膀胱 炎 に対 す る

治 療 効果 につ い て

三 橋慎一 ・日景高志 ・熊谷 章

寮京厚生年金病院泌尿器科

14名 の成人,す なわち59～80才,男 子13例 ,女 子

1例 の慢性複雑性膀胱炎に対 し,6059-Sを 使用する機

会を得たので,そ の概要を報告する。

症例の原疾患は,前 立腺肥大症術後8例,膀 胱頸部硬

化症1例,膀 胱腫瘍術後3例,前 立腺癌1例,後 部尿道

腫瘍術後1例 であり,こ の中にTURの2例,凍 結術の

1例 を含んでいる。 投与法は1日29,分2の1例 を除

き1す べて1日19,分2,5日 間の点滴投与であ り,

その投与前後に,UTI規 準 に従って検査を行なった゜

成績は,尿 沈渣では正常化4例,改 善3例,不 変7例

であり,尿 中細菌について見ると,消 失8例,減 少1

例,菌 交替3例,不 変2例 となった。結局,UTI判 定に

照らすと,著 効3例,有 効7例,無 効4例 となった。副

作用は1例 も見られなかった。また肝機能,腎 機能,あ

るいは末梢血中好酸球などについては特に見るべき変動

はなかった。

以上のとおり,慢 性複雑性膀胱炎を対象としての著効

3例 は評価すぺきと思われるが,102/ml以 下 のレベルを

含めれば菌交替が7例 に見 られ(50%),か つそのうち

5例 までがStaphylococcus,ま たはStreptococcusで あ

ったことは注意を要しよう。

49.泌 尿 器 科 領 域 に おけ る6059-Sの 基 礎

的 ・臨 床 的検 討

富永登志 ・塚 田 修 ・岸 洋一

宮下 厚 ・浅野美智雄 ・西村洋司

新島端夫

東京大学泌尿器科

(目的):Oxacephem系 抗生物質6059-Sに ついて基

礎的,臨 床的検討を行なったので報告する。

(方法):1)抗 菌 力;当 科の尿路感染症より分離され

た菌株に対するMICを 測定 した。2)吸 収および排泄;

健康成人男子5名 を対象 とし6059-Sお よ びCEZ1g
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をone shot静 注 し血中濃度,尿 中排泄を測定した。3)

臨床的検肘;本 剤を投与 した疲例は慢性複鵜性腎濫腎炎

5例,慢 性複雑性脚胱炎4例,そ の他の泌尿器科領域感

染症5例 であり,500mgま たは1g 1日2団5日 間投

与した。筋注11例.静 注3例 であった。(結 果)1)抗

菌力;E.coli,K.pneumoniae,P.mirabilis4で は106,

106cells/ml接 種 ともに6059-SのMI.値 は低 くCEZ

と比較 して3～5管 優れていた。indole-positive Proteus

では100cells/ml接 種で6059-SのMI.値 は(0.19μg/

mlにpeakを 示 したが.EZは 半数が25μg/ml以 上 の

耐性菌であった。S.marcescensで は6059-SはGMと

ほぼ同じMIC値 を示したがP.aeruginossaで は6059-

SはGMに 比 して2管 ほど劣っていた。2)吸 収および

排泄;血 中濃度尿中濃度とも6059-SはCEZと ほぼ岡

じpatternを 示 した。3)臨 床成績;複 雑性尿路感染症

9例,そ の他の泌尿器科領域感染症5例 で,全14例 の

有効率は86%で あった。分離菌はE.coli,S.faecalis,

K.pneumonia,P.aeruginosaが 主であった。細菌学的

効果ではP.-aeruginosa1株,S.faecalis2株 が存続

しS.faecalis1株,Candida2株,Y.LO1株 へ

の菌交代がみられた。その他は全株消失 した。全例に副

作用は認めなかった。

50.泌 尿 器 科 領 域 に お け る6059-Sの 臨 床

的 検 討

小野寺昭 一・町田 豊平

吉良 正士 ・高 坂 哲

慈恵医大泌尿器科

目的;Oxcephem系 抗生物質6059-Sを 複雑性尿路

感染症に使用 し,そ の臨床的効果について検討 した。

対象および投与方法;対 象とした疾患は,複 雑性膀胱

炎8例,複 雑性腎孟腎炎5例 の計13例 で,何 れも膀胱

腫瘍,神 経因性膀胱,前 立腺肥大症,尿 路結石などの基

礎疾患を有する複雑性の尿路感染症であった。

投与方法は,本 剤0.59を1日2回,on shot静 注,

あるいは筋注で行ない,投 薬期間は5日 間とした゜

効果判定;効 果判定はUTI薬 効評価基準第2版 に従

い,著 効,有 効,無 効の3段 階に分けて評価 した゜

成績;総 合臨床効果は,著 効4例,有 効7例,無 効

2例 で,総 合有効率は84.6%で あった。 臨床効果 を

UTI薬 効評価基準による疾患病態群別に検討すると,

有効率は,第1群,71.4%,第3群,100%,第5群,

100%で 全体に良好な成績が得られた。

主な分離起炎菌に対する細菌学的効果は,Serratia 5

株 中,4株 に有効,Ps.aeruginosa 4株 中,4株 に有効,

Proteus群5株 中。5株 に有効で,グ ヲム陰性挿警全体

に良好な成績が得られたが,Streptococcus fascalisに

は無効であった。

副作用;本 剤の投与に際 し,特 記すべき自覚的酬作用

は認められなかった。また,投 与前後における臨床倹査

値の変勘でも問題 となるものは膨められなかった。

51.泌 尿 器 科 領 域 に おけ る6059-Sの 臨 床

効 果 に つ い て

田中 求平 ・生亀 芳雄

関粛逓信病院泌尿器科

6059-Sは,G(十)菌 に対 しても有効であるが,特 に

G(-)薗 に対 し優れてお り,E.coli,Proteus mirabilis,

Klebsiella pneumoniasお よびEnterobacter,Citroba-

cter,Serratia'な どに対 して極めて強い抗奮力を示すと

いわれている。

我々は基礎的疾息を有する複雑性尿路感染症に本剤を

用いその臨床的効果を検討 したので鞭告する。

症例は主として男性でその年令は33～59才 までであ

った。全例につき1日1.0g(0.5g×2)を5日 間,筋

注あるいは点滴静注にて没与した。

その成績は主治医判定ならびにUTI臨 床総合判定に

準じてもかなり良好なものであ り,著 効有効を含めれば

約80%の 有効率を示 した。なお藁剤による自覚的な剛

作用,血 液,血 液生化学所見においての異常変動などは

特に認められなかった。

我々は代表的なG(-)桿 菌 として,尿 跳由来の 旦

coli,Pseudomonasの 本剤に対す るMI.を 検討した

が。これらの成績は他の基磯的成績,疾 患別成績,起 炎

菌別成績などと共に原著として報告する予定である.

なお現在までの印象として本剤は泌尿器科領域の感染

症の治療に充分役立つものと考える。

52.複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対す る6059-Sの

治 療 経 験

中内浩二 ・村 山猛 男 ・秋間秀一

東京都養青院付属病院泌尿器科

このたび,新 抗生剤6059-Sに よ り複雑性尿路感染症

9例 を治療する機会を得たのでその経験を報告する。

治療の対象は,東 京都養育院付属病院の入院患者のう

ち,複 雑性尿路感染症をもつ老人8人 と急性副睾丸炎を

伴なうところの急性膀胱炎の44才 の男性1人 の計9人

である。8人 の老人の年令は86才 から71才 までで,

平均78才 であ り,基 礎疾患には膀胱腫瘍,前 立腺肥大
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症神経因性膀胱などが挙げられ,か つ。このうち3例 は

臨床的に下部尿路のみならず腎孟腎炎も併発したと考え

られたものである0

6059-S投 与法は,全 例に対 して筋注法をとったが,

このうち5例 に対しては1回0.5mgで 朝夕2回,他 の

4例 には1回量 を1mgと して朝夕2回 とし。投与期間

は原則として5日 間とした。

治療成績をUTI薬 効評価基準に従って判定すると,

1例 は治療前の培養が陰性であったため脱落となるが,

のこりの8例 についてみると臨床総合効果は著効1,有

効2で 有効率37.5%で あ る。細菌学的効果を明らかに

104/ml以 上の菌株についてみると16菌 株についての菌

消失率は68.8%で あ り緑膿菌,腸 球菌以外は、全菌株の

消失がみられている。

副作用は9症 例につき検討できたが。臨床的にも,検

査成績からも問題となるものは認められなかった。

53泌 尿器科領域 におけ る6059-Sの 使用

経験

岡田 敬司 ・村上 泰秀

河村 信夫 ・大越 正秋

東海大学医学部秘尿器科学教室

新 しい抗 生 物 質 の6059-S拿 つ い て基 礎 的 臨 床 的 検 討

を行 な った。 基礎 的 検 討 ど もて は 尿路 感染 症 か ら の分 離

菌床 で あ るCitrobacter 19株,S.aureus 21株,E.coli

66株,Klebsiella spp.37株,S.marcescens 19株,S.

faecalis 12株,Indole(+)proteus spp.15株,Indole

(一) proteus 13株,P.aeruginosa 11株 の計213株 に つ

いて6059-S,CEX,SBPC,GM,NAに 対するMIC

を測定し比較 した。108/ml接 種でも106/ml接 種 でも同

様の結果が得られたが,S.faecalisは 全て耐性であった。

臨床例は13例 であり,慢 性膀胱炎5例,慢 性腎孟腎

炎3例,前 立腺炎2例,淋 菌性尿道炎3例 である。慢性

症ではUTI薬 効評価基準に よ る効果判定可能な 症例

は7例 で,著 効1例,有 効5例,無 効1例 で 有効率は

85.7%で あった。尿道炎はいずれも291回 筋注で投

与し,3日 後に判定し著効1例,有 効2例 であった。本

剤に起因すると思われる副作用は認められなかった。

54,尿 路性器感染帰に対す る6059-Sの 臨

床的検討

中下英之助 ・徳永周二 ・川 口正一

沢木 勝 ・川口光平 ・大川光央

黒田恭一

金沢大学泌尿器科

(目的)6059-Sは,広 範囲な抗菌スペクトラムを有

し,こ とにグラム陰性菌に対して強い抗菌力を有すると

されてお り,わ れわれは本剤の尿路性器感染症に対する

臨床効果を中心に検討 したので報告する。

(方法)対 象は尿路性器感染症患者21例 で,疾 患別

内訳は複雑性尿路感染症17例(慢 性膀胱炎16例,慢

性腎孟腎炎1例),急 性男子性器感染症4例(急 性副皐

丸炎2例,急 性前立腺炎2例)で あった。投薬方法は1

回500mgな い し19を1日2回one shotで 静注した。

尿路感染症の 効果判定はUTI薬 効評価基準(第2版)

に準じて行ない,急 性男子性器感染症の効果判定は局所

の腫脹,疹 痛および発熱の3臨 床症状を指標として行な

った。投薬期間はいずれも5日 間とした。

(成績)複 雑性尿路感染症17例 の臨床効果は,著 効

1例,有 効6例,無 効9例,脱 落1例 で,有 効率は44%

であった。急性男子性器感染症4例 の臨床効果は著効3

例,有 効1例 で全例有効以上であった。副作用 として1

例に投薬2日 目より全身に発疹が出現 し,投 薬中止によ

り消失 した。また臨床検査値の異常は3例 に認められ,

1例 にGPT,A1-Pの 上昇,1例 にGPTの 上昇,1例

にBUNの 上 昇が認められたが,い ずれも軽度かつ一過

性であった。

55.泌 尿器科領域 の感染症に対す る

6059-Sの 基礎 と臨床的検討

鈴 木 恵 三

平塚市民病院泌尿器科

名出頼男 ・藤田民夫 ・置塩則彦

浅野晴好 ・山越 剛

名古屋保健衛生大学泌尿器科

6059-Sに ついて,in vitro抗 菌作用,前 立腺液内への

移行と23例 の尿路 ・性器感染症に投与した臨床成績を

検討した。抗菌力では,グ ラム陰性桿菌111株 につい

て,Cephamandole(CMD)を 対照としてMICを 測定

した。全般に接種菌量によって,2～3管 程度感受性に差

があるが,CMDに 比較して5～6管 以上の強い抗菌活

性を示した。特に2剤 間で大きな抗菌力の差を認めた菌
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種は,K.pneumonie,P.vulgris,P.morganii,S.

marcescens等 であった。P.aeruginosaに 対 しても106

接種で3.13～50μg/mlと 優 れた感受性 を示 した。

酌立腺液への移行を,5名 の患者で検討 した。1g.

one shot静 注1時間 後,マ ッサージによって得た液内の

濃度は,0.33～4.52μg/mlで 多少のぱらつ きがみられ

た。臨床検討例23の 内訳は,(1)慢 桃複雑性尿略感染

症16例,(2)単 純性腎孟腎炎4例 。(3)急 性副睾丸炎

2例,(4)前 立腺炎1例 である。1日 投与量は0.5～1ｇ

を2回 投与 した例がもっとも多 く,期間 は平均5日 間で

ある。(1)に 対する臨床成績は,UTI基 準に合致 した

13例 で,著 効3,有 効7,無 効3で,有 効率76.9%と

よい成績をみた。菌種別では,E.coli,K.pneumoniae,

Proteus spp.に 対する効果はまさったが。P.aerugino-

saは3例 共効果をみなかった。(2)～(4)の 感染症に

は,主 治医判定で,全 例著効または有効であった。

副作用 として,1例(38才,女 性)にone shot静 注

後に軽度の血圧下降(80160)と 頭痛,動 悸をみたが。無

処置で60分 後に正常に復した。

56.6059-Sの 基礎的 ・臨 床的検討

村中 幸二 ・加藤 直樹

坂 義 人 ・西浦 常雄

岐阜大学医学部泌尿器科

Oxacephem系 抗生物質6059-Sの 尿路感染症に対す

る有効性について,基 礎的,臨 床的に検討した。

(方法)(1)抗 菌 力:尿 路由来のE.coli 50株,

Pseudomoas50株,Serrtia 23株 について6059-S。

CEZ,SBPCのMICを 化療標準法により測定 した。

(2)血 中 ・尿中濃度:健 康成人2名 に1回19静 注後の

血中 ・尿中濃度をE.coli 7437を 検定菌 とし,薄 層カッ

プ法により測定した。(3)臨 床的検討:複 雑性尿路感染

症15例 に対 し。1日29(分2)を 静注で5日 間投与し

た。

(結果)(1)抗 菌 力:E.coliに 対するMICのpeak

は,原 液接種,100倍 希釈菌液接種とも0.2μg/ml以 下

で,CEZ,SBPCに 比ぺ優れていた。Pseudomomasに 対

しては,両 接種とも50μg/ml～100μg/mlにpeakを 示

し,SBPCよ り1管 程度優れていた。Serratiaに 対 して

は,原 液接種で12.5μg/mlにpeakを 示 し,100倍 希

釈菌液接種では039μg/ml～6.25μg/mlに 分布したが,

CEZ,SBPCのMICが100μg/ml以 上 であるのと比ぺ

優れた成績だった。(2)血 中 ・尿中濃度:血 中濃度は静

注直後平均226μg/mlと 高い値を示 し,4時 間後にも

16μg/mlの 活性を認めた。8時 間までの尿中回収率は

89%で あった。(3)臨 床的検討;根 性根雑性臆能炎10

例,慢 性複雑性腎置腎炎4例 の計 踊 例中。著 効2例,

有効6例 で有効串は57%で あ った。副作 用は 頭部熟

感,嘔 気,頭 痛を訴 メした ため夢投与中止した1例 を徐

き,他 に員常を認めたものはなか った。

576059-Sの 基礎的 ・臨 床的検討

彦坂幸治 ・羽間 槍 ・黒田泰二

守殿貞夫 ・石神炭次

神戸大学泌尿器科

塩野義製薬にて開発 された 新抗生剤6059-Sに っ い

て,抗 菌力,血 中濃度,尿 中濃度を測定 し,ま た複雑性

尿路感染症息者 に使用 し臨床的に検討を加えたので報告

する。

抗菌力:当 教室保存のE.coli 45株,E.cloacae 20

株,P.mirabilis 13株,K.pneumoniae 17株P.aeru-

ginosa　24株,S.marescens 47株 に対する抗菌力を,

本剤とSCE-1365お よびCEZに つ き比較検討した。

血中および尿中濃度:健 康成人男子に本剤500mgを

静注し,血 中根度(投 与後15',30',1',2',4',6'つ

お よび尿中濃度(投 与後0～1,1～2,2～4,4～6時 間

尿)をE.coli 7437株 を検定菌とした薄層 カップ法にて

測定 した。

臨床効果:複 雑性塚路感染症息者35例 に対し,本 荊

1g×2回/day点 滴静注(25例)。0.5g×2回/day one

shot静 注(8例),0.258×2回/day one shot静 注(2

例)で5日 間投与し,UTI藁 効評価基準に よ り効果を

判定 した。 これによると著効4例,有 効17例,無 効

10例 で,有 効率は68%で あった。剛作用については

GOT,GPTの 上昇が3例 にみられたが,本 剤との関連

については明らかではない。

58.複 雑性尿路感染症に対す る6059-Sの

使用経験

前林浩次 ・藤村宣夫 ・黒川一男

徳島大学泌尿器科

徳島大学泌尿器科に入院中の 複雑性尿路感染症者12

例に6059-Sを 使用したのでその成績を報告する。疾患

の内訳は慢性複雑性膀胱炎4例,慢 性複雑性腎孟腎炎

8例 で,年 令は56才 か ら81才(平 均56才)ま でで

あった。

UTI薬 効評価基準による臨床効果は慢性複雑性膀胱

炎は4例 中,有 効3例,無 効1例 で有効率75%,慢 性複

雑性腎孟腎炎は8例 中,著 効2例,有 効3例,無 効3例

で有効率62.5%,全 体 では66.7%で あ った。
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細菌学的効果は17株 中,陰 性化10株(58.8%),減

少1株(5.9%),不 変6株(35.3%)で,菌 種別で は

Serratia marcescensは4株 中,陰 性化2株,不 変2株,

Pseudomnonasは4株 中,陰 性化1株,不 変3株,Kleb-

siella pneumoniaeは3株 中。陰性化2株,減 少1株 。瓦

coliとEnterobacter aerogenesの 各2株 はともに陰性化

し,Pseudomonas putida 1株 は陰性化,Streptococcus

faecalis 1株 は不変であった。

なお,副 作用は全例に何ら認められなかった。

59.6059-Sに 関す る基礎的 ・臨床的研究

石戸則孝 ・宮 田和豊 ・平野 学

高本 均 ・荒木 徹 ・大森弘之

岡山大学医学部泌尿器科

〈目的〉 新抗生物質6059-Sの 泌尿器科領域におけ

る基礎的,臨 床的検討を行なったので報告する。

〈方法〉(1)抗 菌力の検討:臨 床分離のグラム陽性お

よび陰性菌について本剤のMICを 測定 し,CE2,GM

お よびTOBの それと比較検討 した。(2)吸収および排泄

の検討:健康成人2名 に対 し本剤を500mgお よび1,000

mg1回 静注 し,E.coli 7437を 検定菌とした薄層カップ

法で測定 した。(3)臨床的検討:尿 路感染症およびその疑

いのある14例 と男子性器感染症1例 について本剤1回

059を1日2回one shot静 注で5日 間投与 した。

〈結果〉(1)抗 菌力の検討:E.coli,Klebsiellaお よび

P.minrabilisで は本剤に対するMICはCEZよ りす ぐれ

ている。,Serratiaに つ いてはGMに 比べて 劣るが,

TOBと ほぼ同様の成績であった。P.aeruginosaに 対 し

ては,GM,TOBの 両者に比ぺて劣る。(2)吸収 および排

泄の検討:血 中濃度は,静 注後15分 目にピークがあり,

500mg静 注例では24.5μ9,1,000mg静 注例では

4乳0μgで,dose responseが 認められ,そ の後次第に

低下し6時 間目では各々1.9μg,3.6μgで ある。 ま

た,6時 間までの尿中回収率は前者で87.3%,後 者で

604%で ある。(3)臨床的検討:慢 性複雑性尿路感染症

に対する総合臨床効果は75%で あった。

60.泌 尿器科領域における6059-Sの 検討

鵜飼 麟三 ・畑地 康助

藤井 元広 ・仁平 寛巳

広島大学泌尿器科

松 木 暁 ・平山 多秋

国立呉病院泌尿器科

目的:新 しく開発 され たOxacephem系 抗生物質

6059-Sに ついて,吸 収 と排泄に関する基礎的検討と症

例の複雑性尿路感染症に魁する治療成績を検討した。

対象および方法;機 能障轡者5例 についてCcrが60

ml/min以 上の2例 を1群,未 満の3例 をII群 と し,

6059-SO.59を 生食20mlに 溶解 してone shotの静 注

投与 し血中濃度,尿 中濃度を測定 した。

複雑性尿路感染症の20例 に本剤を1回0,5gま たは

1g,1日2回one shot静 注または 筋注にて連続5日

間投与 し臨床効果と副作用について検討した。また起炎

菌に対するMICを 測定した。

成績および考按:I群 およびII群 における血中濃度の

30分 値はそれぞれ36.6μg/ml,21.8μg/mlで,以 後

時間とともに血中濃度は低下したがその半減期はそれぞ

れ1.71時 間,2.78時 間で,と くにIII群で半減期の延長

がみられた。 また尿中濃度は両群 で投与後4時 間 まで

500μg/ml以 上 であり,6時 間までの尿中回収率は1群

で52.7%,皿 群で32.3%で あ った。

UTI薬 効評価基準に準 じて臨床効果を 判定すると有

効11例,無 効9例 で有効率は55%で あ った。

細菌学的効果では分離し得た菌株31株 のうち20株

が消失し消失率は645%で あった。起炎菌に対する本

剤のMICと 臨床効果との関連は現在検討中である。

副作用 としては1例 にS-GPTお よびAl-pの 上昇が

みられた。

61.慢 性複雑性尿路感染症に対する

6059-Sの 使用経験

百瀬俊郎 ・熊沢浄一 ・中牟田誠一

九州大学医学部泌尿器科

原 三信 ・原 孝彦 ・角田和之

山口秋人 ・宮崎良春

三信会原病院泌尿器科

尾本 徹男 ・八木 拡朗

井 口 厚司 ・中 洲 軽

九州厚生年金病院泌尿器科

中山 健 ・吉峰一博 ・小嶺信一郎

宮崎県立病院泌尿器科

九大泌尿器科および関連病院において,尿 路に基礎疾

患を有する慢性複雑性尿路感染症に,新 しく開発された

6059-Sを 使用 したのでその臨床効果について報告する。

患者は,男25名,女2名,計27名 で,年 令は42

才か ら87才 まで平均67.4才 であった。6059-Sの 投与

方法は,1回0,5gま たは1.0gの 朝夕2回,5日 間連

続の静注または点滴静注で行なった。U.T.I.薬 効評価

基準により26例 について臨床効果を判定 した。細菌尿
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に対 しては,陰 性化16例,減 少2例,菌 交代6例,不 変

2例 であ り。 膿尿に対 しては,正 常化10例,改善3

例,不 変13例 であった。総合臨床効果は,著 効8例,

有効11例,無 効7例 であり,総 合有効累は73,1%で

あった。細菌学的効果は,投 与前分離された32株 中。

消失28例,存 続4株 で消失率は87,5%で あ った。存

続 した菌は,P.aeruginosa2株,P.cepacia 1株,S.

faecalis 1株 であった。新たに出現した菌は,S.faecalis

6株,P.aeruginosa 2株 な ど合計11株 であった。副作

用は,1g静 注 した例で3例 に注射後熱感を断えた。 ま

た臨床検査値では。BUNが29,5mg/d1か ら46.4mg/

dlへ 上 昇した1例 があったほかは,重 篤な副作用はな

かった。

以上6059-Sは,慢 性複雑性尿路感染症に対 し,有 用

な抗生剤 と考えられる。

62.6059-Sの 臨床的検討

宮 原 茂 ・江藤 耕作

久留米大学泌尿器科

新開発の抗生物質6059-Sを20例 の複雑性尿路感染

症に使用 し臨床的に検討 したので報告する。対象症例は

男性15例,女 性5例 の入院患者で,そ の内訳は慢性膀

胱炎16例,慢 性腎孟腎炎4例 である。1日 投与量は,

1.0g10例,2.0g10例 で分2回,5日 間 静注 した。

起炎菌は,S.marcescens 5株,S.epidermidis 3株,E.

coli 3株,Enterobacter4株,Proteus 2株,Citrobac-

ter 1株,Entenococci 1株,同 定不能菌1株 であった。

なお,S.epidermidis,Enterococciの 各1例 が存続する

のみであり,消 失率90%を 得た。臨床的効果をU.T.

1.薬 効評価基準に従い判定すると著効6例,有 効9例,

無効5例 で,有 効率は75%で あった。投与量別には1

日量19で70%,1日 量29で80%で あ る。なお,

副作用に関 しては,1例 において一過性のGOT,GPT

の上 昇を認めたが,後 日の再検査では,正 常化 した。他

には自他覚的副作用は認めていない。

63.複 雑性 尿路感染症に対す る6059-Sの

使用経験

原 種 利 ・桜 木 勉

斉 藤 泰 ・近 藤 厚

長崎大学医学部泌尿器科

複雑性尿路感染症14例 に6059-Sを 使用 したので報

告する。症例は18才 より78才 までの男子11例,女

子3例 の合計14例 で,診 断は慢性腎孟腎炎6例,慢 性

膀胱炎8例 であった。 基礎疾患は 前立腺肥大症7例,

VUR 2例,尿 管狭窄2例 、勝胱種傷,尿 道狭窄,尿 管

皮膚撰各1例 であった。8例 に尿道留量カテーテルを行

なっている。

投与方法音96059-Sを-図0.59,1日2回 急卜1gを

5日 間点滴静注 した。症例14の みは筋注を行なった。

投与前の尿申分離幽は 単独感染では 鋤 幽iam鈴

cescensの み7例,Enterococcusの み1例,混合 感染は,

Serratia m.とEnterococcus2例,Serratia m.とE.

coli 1例,Serratian m.とStapyhl.epidermodos 1例,

EnterococusとProteus vulgaris 1例,Serratia m,

Proteus rettgeriお よびProteus vulgaris 1例 であった。

菌数はいずれも105/ml以 上であった。投与後細菌消失

したもの8例,細 菌数減 少2例,菌 交代現象2例 。不変

2例 であった。

UTI薬 効評価基準による効果判定では著効3例,有

効8例 。無効3例 であり有効率は78.5%で あった。

自覚的に副作用を認めず,一 般検血および血液生化学

的検査にも特に異常は認めなかった。

64.6059-Sに 対す る基礎的 ・臨床的検討

川畠尚志 ・後藤俊弘 ・小畠道夫

大井好忠 ・岡元健一郎

鹿児島大学泌尿器科

陣内 謙一・ 前山 泰典

佐賀県立病院好生館泌尿器科

6059-Sの 試験管抗菌力および吸収,排 泄を測定し.

また複雑性UTIに 対する治療成績について検討した。

1.基 礎的検討

(1)試 験 管 内抗菌力:教 室保存尿路感染 分離 旦

coli,klebsiella,Serratia,Proteus mirabilis,P.aeru-

ginosa各27株,Enterobacter 17株,Proteus vulga-

ris 19株,計171株 に対する本剤およびSCE-963の

MICを 測定 した。本剤はE.coli,Klebsiella,proteus

sp.,Serratiaに 対 しSCE-963よ りはるかにすぐれた抗

菌力を示し,特 にSerratiaに は卓越 した成績であった。

(2)吸 収,排 泄:本 剤0.59お よび1.0 g one

shot静 注後の血中濃度(n=2)は,0.5g投 与で注射

15分 後に41.0μg/mlの ピーク値を示し漸減した。1.0

9投 与 では注射15分 後に77.0μg/mlの ピークを示し

8時 間後には1.8μg/mlに 滅少した。血中半減期は各々

66分,90分 であった。8時 間までの尿中回収率は0.5

9,1.09投 与時各々45.7%,78.5%で あった。

2慢 性複雑UTI 21例 に対 し1日1～29,5日 間

投与後UTI薬 効評価基準により判定 し,著 効8例,有

効11例 で有効率90,5%を えた。1例 に葦麻疹が出現



VOL.28 NO.10 CHEMOTHERAPY 1381

したが,末 梢血、生化学検査では本剤によると思われる

異常値は記録されなかった。

65.6059-Sの 基礎的,臨 床的研究

中 村 孝 ・橋本伊久雄

沢田 康夫 ・三上 二郎

天使病院外科

戸次英一 ・平沢貞子 ・阿部 弘

同 内科

Oxacephem系 抗生物質6059-Sを 用 い外科的炎症性

疾患の臨床効果を検索した。この際可能な例において手

術時の組織内濃度を検索 して臨床効果との関連を検討し

た。

急性および 亜急性胆炭炎8例 の術前治療効果は著効

1,有 効7で あったが,症 状軽快後手術時に6059-S500

mgを 術前筋注 し6059-SのA,B胆 汁,胆 炭壁内濃度

を検索した。A胆 汁は2～3時 間後にピークに達 し1例

では195.0μg/mlを 認め,B胆 汁でも3.21～20.1μg/

mlの 高値を認めた。胆炭壁も炎症の強いものは3.45～

9.50μg/gに 達 し,起 炎菌を求め得たのは1例 であった

が,そ のE.coliのMIC0.2μg/ml(108)よ りも大幅な

高値であった。腹膜炎患者7例 の臨床効果は著効4例,

有効2例,や や有効1例 であったが,起 炎菌の判明した

4例 のE.coliのMICは0.2μg/ml(108)で,1例 の

KlebsiellaのMICは0.39μg/ml(108)で あ り,炎 症組

織内濃度はこれよりも50倍 以上の高値を しめした。

6059-S組 織内 濃度は胆石症9例,虫 垂炎18例,そ の

他18例 の計45例 で求め得たが,虫 垂炎に お い て は

虫垂組織内濃度が軽症で,2.00～3.30μg/g,中 等症で

3.15～7.30,重 症例で487～8.05μg/gの 値をしめし,

炎症程度と正の相関を認めた。6059-SのMICが 高値

をしめすグラム陽性球菌の感染症においても臨床効果は

比較的良好で,有 効以上の症例が多く認められた。

66.新Oxacephem系 抗生物質 の抗菌力,

吸収,排 泄,お よび外科臨床応用につ

いて

中山一誠 ・岩井重富 ・秋枝洋三

坂部 孝 ・石山俊次

日本大学医学部第3外 科

新Oxacephem系 抗 生物質6059-Sに つ いて基礎的臨

床的検討をおこなった。抗菌スペ クトルはHR-756と

類似した抗菌力を示 した。外科病巣由来黄色ブ菌27株

の感受性分布:は0.8μg/mlに1株,12.5μg/ml～100

μg/mlに25株,100μg/ml以 上 に1株 分 布 した 。 ピ ー

クは12,5μg/mlに12株 で あ る。 大 腸 菌27株 で は

0.2～1.56μg/mlに す べ て の株 が分 布 し,ピ ー クは0.4

μg/mlに14株 であ る。Klebsiella 27株 で は01～3.13

μg/mlに26株,50μg/mlに1株 分 布 し,ピ ー クは0.2

μg/mlに13株 で あ る。Enterpnacter22株 では0.2～

0.8μg/mlに14株 。6.25～25μg/mlに8株 分 布 し,ピ

ー クは0.4μg/mlに10株 であ る。Serratia27株 で は

0.4～1,56μg/mlに13株,6,25～25μg/mlに8株,

100μg/mlに1株,100μg/ml以 上に1株 分布し,ピ ー

クは0.4μg/mlに8株 である。緑膿菌27株 では。12.5～

100μg/ml20株,100μg/ml以 上に7株 分布し,ピ ーク

は25μg/mlに9株 である。健康成人男子3名 に本剤

1,000mg静 注 し血清および尿中濃度をCup法 にて測定

した。血中濃度は投与後5分 にピークとな り平均130.7

μg/mlを 示 した。尿中濃度は1時 間でピークとなり平均

4,166.7μg/mlを 示 し,6時 間 までの平均尿中回収率は

55.2%で あった。 外科臨床用 として20症 例に本剤を

使用 し,有 効17例,無 効3例 であった。副作用につい

ては,GPT34か ら52に 上昇例とGOTが75か ら

114と 上昇 した例がそれぞれ1例 ずつ認められた。

67.外 科領域 におけ る6059-Sの 基礎的,

臨床的検討

加藤 繁次 ・田中 豊治

石田元比古 ・竹中 信夫

東京歯科大学外科

新 しく開発された注射用Oxacephem系 抗生剤6059-

Sに ついて若干の基礎的,臨 床的検討を加えたので報告

する。

I吸 収,排 泄

総胆管結石,術 後T-tube挿 入剤での血清および胆汁

内濃度測定では,本 剤1g one shot静 注後,血 清では

1時 間,胆 汁では2～3時 間でピークに達 し3例 の平均

は,そ れぞれ56.3μg/ml,53～92μg/mlと な っている。

1例 を除いて胆汁内濃度は非常に良好であり血清の約3

倍高い移行率を示 している。

II臨 床成績

症例は表在性軟部組織感染症12例,汎 発性腹膜炎1

例である。 年令は10才 ～72才,男 子11名,女 子2

名で 投与量は6059-S1日1～29を3～54日 間one

shot静 注 した。起炎菌はS.aureus4株,S.epidermi-

dis 1株,E.coli 1株,Bacteroides 1株 で,そ の他陰性

が1名,不 明が6例 であった。投与効果の認められたも

のは 著効5例,有 効5例 で77%で あ り,や や 有効2
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例,不 明1例 となっている。本剤の投与により副作用は

全例に認められなか った。

本剤の胆汁内移行は既存の注射用セファロスポ リン剤

に比 して高く,重 症感染症を除 く,軽 ・中等度の表在性

軟部組織感染症ならびに胆道系感染症に対してきわめて

有効な薬剤であると思われる。

68.6059-Sの 胆汁および胆菌組織内濃度

の検討。な らびに使用例の検肘

野々下頼之 ・吉田冓 ・毛受松寿

東京医科歯科大学第1外 科

10例 の胆石症例にっいて,6059-Sの 胆菌胆汁および

胆炭組織内への移行について調ぺた。術前に6059-S 1g

を1回 。one shot静 注 した群をA群,3回 静注した群を

B群 として両者の差を見た。 胆汁中濃度は,A群 では

0.62μg/ml～79.8μg/ml,B群 では,0μg/ml～133.0μg/

mlの 値を得た。 結石嵌頓例では両群とも低いが,非 嵌

頓例ではB群 のほ うが高い。組織内濃度は,A群 が7.95

μg/g～33.0μg/g(平 均14.14μg/g),B群 が6.36μg/g～

42.0μg/g(平 均18.96μg/g)でB群 のほうがやや高い。

胆汁中,組 織中とも嵌頓例を除けば充分な有効濃度が得

られ,両 者とも投与量を増すことでさらに高濃度の移行

を期待できる。

8例 の感染症例に対し,6659-S 1.0g×3/日 を点滴静

注にて投与 しその効果を検討 した。胆道感染3例,術 後

腹腔内膿瘍3例,膵 炎に合併 した腹腔内感染例2例 で,

E.coli,Klebsiella,P.aeruginosa等 が検出され,発 熱,

白血球増多を伴なった。8例 中7例 で,投 与後4～12日

目に解熱,白 血球減少を認め有効と判定 した01例 は腎

不全,呼 吸不全を合併 した重症例で無効であった。予備

実験として,胆 汁中での6059-S-20℃ 保存時の力価経

時的変化を検討したが,検 体採取から7日 以内の測定が

望ましいという結果が得られた。

69.外 科領域におけ る6059-Sの 基礎的

臨床的検討

山田好則 ・花谷勇治 ・石引久弥

慶応義塾大学医学部外科学教室

9例 の 外科的疾患に 対し,Oxacephem系 抗生物質

6059-Sを 投与し,そ の臨床効果および腹腔滲出液中へ

の分布について検討した。

9症 例の内訳は,感 染症の5例 と手術後感染予防投与

を行なった4例 である。感染症は,胃 癌術後の限局性腹

膜炎の2例,食 道癌術後の縫合不全に基づく感染症の2

例,肛 門周囲膿瘍の1例 である。感染予防症例は,い ず

れ も胃癌根治術後例で.う ち3例 については,腹 腔滲出

液中への本剤の分布の検討を行なった。

臨床効果では,5例 の感染症のうち,肛 門周囲膿傷と

胃癌術後の限局性腹誤炎の各1例 が有効で費他の3例 は

やや有効または無効であった。起炎菌別にみると,Sta-

phylococcus epidermidisとEnterococcusの 分離された

各1例 が有効で,や や有効または無効の3例 は。いずれ

もグラム陰性樺菌や嫌気性菌などによる複数の菌による

感染であった。

副作用の検討では,検 査成績上。本剤と明らかに間達

のあるものはなかった。自覚症状では,19な いし2g

のone shot静 注時に。悪心,不 快感を訴えるものがあ

った。

腹腔滲出液への分布は,3例 について術後3～5日 間

検討を行なったが,溶 出液量,滲 出液中の本剤の濃度の

いずれも一定の傾向を示さなかった。但 し,3例 とも本

剤の濃度は比較的高く,術 後第2日 目では。3例 のいず

れもが10μg/ml以 上 の濃度を示 した。

70.外 科領域におけ る6059-Sの 基礎的

臨床的検討

山田 良成 ・斉藤 敏明

川簡市立川峰病院外科

塩野義製薬で開発された6059-Sを 臨床治験に用いる

機会を得たので結果を報告する。

1)抗 菌力 臨床分離した黄色ブ菌17株,大腸 菌13

株,Klebsiella 21株 について。日本化療学会標準法で

CEZ,CMDと 比較検討した。

黄色ブ菌に対し,本 剤のMICは3.13～25μg/mlで,

他2剤 に数段劣る。但しE.coliに は 。。1～039μg/ml,

Klebsiellaに は,0.18～0.78μg/mlと,他2剤 が50～

100μg/mlに 及ぶのに比ぺ,有 意の優位性を認めた。

2)臨 床検討 汎発性腹膜炎8例,術 後腹腔内膿傷3,

胆道感染6,肛 囲膿癌2,肺 炎1,計20例 につき検討

した。投与量,投 与方法は1日29分2,15例 。39分

3,3例 。49分2,3例 の21方 法/20例 である。静注13,

点滴7例(6/7例 は100mlに 溶解30～40分 で投与)で

あった。投与総量は,最 低129/6日,最 高989/27日 で

あった。

3)成 績20例 中15例(75%)に 有効であった。

4)副 作用 自覚的なものはなく,臨 床検査成績では

GOT,GPTが 本剤投与中に軽度上昇したもの3例,本 剤

投与後CB・PC,GM投 与後(本 剤投与後12日)に 高度

上昇したもの1例 を認めたが,本 例は重篤症例で治療内

容も複雑であったので,そ の要因を明らかに出来ない。
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71.外 科領域 におけ る6059-Sの 基礎的

臨床的検討

由良二郎 ・晶川長夫 ・恵美奈実

土井孝司 ・石川 周 ・松垣啓司

花井拓美

名古屋市立大学第1外 科

新しいセフ7ロ スポリン系抗生剤である6059-Sに つ

いて外科領域における基礎的,臨 床的検討を行ない,次

の結論を得たので報告する。

(1)抗 菌力:外 科病巣分離のE.coli 20株,Klebsi-

ella 18株,Enterobacter cloacae 7株 について6059-S。

CEZ,CBPCの 抗菌力(MIC)を 比較 した結果,6059-S

がいずれも最もす くれ,MICの ピークはE.ccoliで0.2

μg/ml,Klebsiellaで0.2～04μg/mlで あった。

(2)吸 収 ・排泄:家 兎 における6059-S20mg/kg

1回筋注した際の胆汁中濃度は血中ピーク値 よりもやや

低く平均回収率は6時 間までで0.73%で あった。ヒト

における胆汁中移行は,6059-S 1,000mg1回 静注症例

3例 で胆汁中ピーク値は各々8.2,267,20.3μg/mlで

6時 間までの回収率は0.03,3、57,0.25%と 症例差が

大きかった。全体としては中等度移行群 と考えられた。

(3)臨 床使用成績:6059-Sを 外科的感染症23例 に

使用した。投与方法は1日1g点 滴静注2回 が主で,重

症例には29を2回 投与 した。その結果,臨 床効果は著

効4例,有 効13例,や や有効1例,無 効3例,判 定不

能2例 で,有 効率は21例 中17例,81.0%で あ った。

(4)副 作用:臨 床使用例23例 中1例 に本剤投与5

日目に全身発疹を認め投与中止とした。本症例は投与中

止後速やかに軽快した。その他には特に本剤によると考

えられる自他覚的副作用は認めなかった。

72.胆 道感染症の化学療法(X)6059-S

胆汁 中お よび胆嚢組織 内濃度 とその

臨床的効果について

谷村 弘 ・関谷 司 ・日笠頼則

京都大学医学部"2外 科

胆道感染症29例 と胆道疾患36例,計65例 を対象と

し新しいOxacephem系 抗生物質の1つ である6059-S

の基礎的,臨 床的検討を行ない,以 下の結論を得た。

1)6059-S1g静 注後の血中濃度 は,投 与5分 後

140.9±14.8μg/dlで,1時 間以降は殆んどCEZと 同 じ

値を示した。

2)T字 管挿入例における,1g静 注後の胆汁中濃度

の経時的測定では,ピ ーク値は2.3時間 後にみられ 最

高300μg/mlに 連 した。1～2蒔 間後の胆汁中濃度は

108,7士17μg/mlで あ り,6時 間後も63.3±20.6μg/ml

と高値が持続 した。また,cross over試 験を行なった例

でのCEZ1g静 注後の胆汁中最高濃度は,10.9～27μg/

mlに とどまり,全 例において6059-Sが 明 らかに高い胆

汁中濃度が得られた。

3)19静 注6時 間後までの胆汁中回収率は,6059-S

では平均0,89%(最 高1,7%)と,明 らかにCEZ1g

での0.06%に 比較して髙 く。両剤とも胆汁排泄の比較

的良好な症例で約6倍 の差があった。

4)そ の際の尿中回収率は,6059-S52,6%,CEZ

57.7%と いずれも健常人 より低値であった。

5)19静 注2時 間後の胆炭組織内濃度は。16.9±5.6

μ9/9で あ った。

6)1日1～49使 用 した臨床成績は29例 中,著 効

2例,有 効22例,や や 有効3例,無 効2例(有 効率

82.8%)で あった。細菌別臨床的効果では,E.coli 83.3

%,Klebsiella 88.9%と 良効であった。

7)薬 剤によると思われる副作用は認め られ な かっ

た。

73.外 科領域におけ る6059-Sの 基礎的

臨床的検討

酒井克治 ・藤本幹夫 ・上田隆美

大阪市立大学外科学第2教 室

川 畑 徳 幸

芦原病院

沢 田 晃

大阪市立桃山市民病院外科

土 居 進

大阪市立北市民病院外科

佐 々 木 武 也

藤井寺市立道明寺病院外科

政田 明徳 ・川嶋 正好

城東中央病院外科

Oxacephem系 に属する新抗生物質6059-Sの 体液内

濃度を測定するとともに,臨 床例にも使用 したのでその

成績を報告する。

健康成人3例 について6059-Sの 血 中濃度,尿 中排泄

量を測定 したほか,T-tube,PTCD-tubeを 介 して採取

した胆汁の濃度を 測定 した。 測定には,検 定菌 として
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E.coliを もちいる薄層カップ法を 行なった。健鷹成人

volunteer 3名 に6059-S1gを 時間かけて点滴静注す

ると,血 中濃度は投与終了直後に平均45,3μg/mlの ピ

ー ク値を示 したのち次第に下降 したが,8聴 聞後にもな

お平均4.9μg/mlの 血中濃度がえられた。尿中には2聴

間までに投与量の平均36%が 排泄され,8時 間までの

累積総排泄量は64.3%で あった。本剤は胆汁中への移

行がよく,症 例により,投 与法により差があるが血中蹟

度に近いピーク値がえられた。

本剤が投与された臨床例は41例 で,そ のうちわけは

膿瘍4例,虫 垂炎 ・腹膜炎 ・腹腔内膿瘍-6例,胆 道感

染症10例,縦 隔炎 ・膿胸5例,そ の他の感染症が6例

である。投与量は1回0.5～1.09,1日2～3回 であっ

たが,27例(66%)で1回1.09,1目2回 投与が 行

なわれた。 投与期間は5～17日 間。投与総量は5.0～

39.0gで あ った。

その臨床効果は,著 効18例 。有効-2例 。やや有効

5例,無 効5例,不 明1例 であ り,有 効率は75%に な

る。

副作用としては,下 痢1例 のほか,GOT,GPTの 上

昇したものが4例 あった。しかし,そ のうち3例 では輸

血,麻 酔,手 術の影響を無視することができず,必 ずし

も本剤による副作用とは断定できない。

74.外 科領域におけ る6059-Sの 臨床使用

経験

石井哲也 ・市川 徹 ・横山 隆

広島大学医学部第1外 科

6059-Sは 新 しく開発されたQxacephem系 抗生物質

で,Gram陰 性桿菌に対 して強い抗菌力を有 し,特 に従

来のCephalosporin系 抗生物質に 対して感受性の 低い

Indole(+)Proteus,Entenbacter,Semtiaに 対 しても

極めて強い抗菌力を示すBroad spectrumの 抗生物質で

ある。

われわれは本剤を外科的感染症9例 に投与 し,そ の臨

床効果,副 作用につき検討を加えたので報告する。

対象は当科に入院 した患者で,外 科的感染巣を有する

男5例,女4例,年 令は44才 か ら78才 にわたり,全

例,基 礎疾患を有 していた。感染症名は胆道感染5例,

腹腔内膿瘍2例,後 腹膜膿瘍1例,敗 血症1例 である。

投与量は1回19～29,1日2～3回 を3～5分 かけ

ゆっくり静注,投 与期間は5～13日 間に及んだ。副作用

については自,他 覚所見 投与前後の血液像,肝 機能,

腎機能について検討 した。

そ の 結果,有 効7例,や や 有効1例,無 効1例 と

77、8%の 有効率 であった。投与症例について。特記すべ

き副作用は認められず,臨床 的に有用性の高い炭剤と考

えられた。

75.6059-Sの 外科領域 におけ る基礎的

臨床的検討

山本 暴寛 ・志村 秀彦

福岡大掌医学部病1外 科教室

肝石症で胆嚢摘出術および総胆管 ドレナージを施行し

た2症 例に新 しい セファロズポリン系抗生物質である

6059-Sを1.0g1回 静注後経時的に血中,胆 汁中およ

び尿中濃度を測定し,尿 中収率 について検討した。

症例①は7-才 男性で,GOT,GPT,AL-ph,の 上

昇した。 肝障害 例であり,症 例(2)は54才 の 女性で,

GOT。GPT,AL-ph。 は異常なかった例で,2例 とも,

BUN,Creatinine,に は異常を認めなかった。血中濃度

は注射後30分 で56.5μg/ml,1時 間 目に4乳8μg/ml～

5時 間目は8.1μ ｇ/mlと 早い下 り方をしめした。胆汁中

排泄濃度は症例(2)のみで測定 した。1時 問目より排澄を

認め2～3時 間に80.91μg/mlと 高濃度でピーク値をし

め し3～4時 間では44.1μg/ml,5～6時 間では18.9

μg/mlと 下 った。尿中排泄は1～3時 間に3090μg/mlと

高濃度排泄で ピーク値を測定 し,6時問 までに93.9%

の回収率で殆んどの排泄を認め,1日 回収率は94.2%

であ った。

次いで外科術後感染症の9例 に 本剤を1回1.0～2.0

9を1日2回 静注にて5～10日 間設与し,臨 床的使用成

績 として有効7例,無 効2例 の有効率77.8%を 得た。

その無効例は重篤なる原疾患をもつ創感染と胆管炎の各

1例 であった。細菌学的にSer.marcescems,A.aerugi-

nosa,S.aureusの 各1株 に除菌効果が見られなかった

だけである。副作用として重篤なものはなく,原 疾患に

よると思われる。GOT,GPTの 上 昇した2例 を経験し

た。

76.産 婦人科領域における6059-Sに 関す

る研究

張 南薫 ・国井勝昭 ・中山徹也

昭和大学産婦人科

福 永 完 吾

島田綜合病院産婦人科

〔目的〕 注射用Cephalosporin系 抗 生物質6059-Sに

ついて産婦人科領域感染症分離株に対する抗菌力,静 注

後の吸収,臓 器内濃度,母 児間移行を検討 し,産 婦人科
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領域感染症に対する臨床効果,副 作用,有 用性等の検討

を目的とした。

〔方法〕 抗菌力は化療標準法により行なった。

体液内濃度:臓 器内濃度はE.coli 7437株 を検定菌と

する薄層カップ法により測定した。臨床試験は昭和大学

関連施設において行ない,1回1～29,1日1～2回 静

脈内投与法で効果を検討 した。

〔結果〕1.抗 菌力:臨 床分離株の6059-S感 受性は,

E.coliを は じめとする グラム陰性桿菌群では 強い抗菌

力を示すが,グ ラム陽性球菌群にはmildで あった。

2.吸 収 ・母児間移行:臓 器内濃度;1g静 注濃度

の母体血中濃度は,20分 値平均38.4,30分 値48.2,

1時 間値21,2時 間値-2.0,3時 間値10,4時 間値

12.0,7時 間値0.6μg/mlで あ り,そ の際の 緕帯血中

濃度は30分11.4,1時 間16.9,2時 間9.3,3時 間

8.2,4時 間8.2μg/mlで あ り,羊 水中は0.6～13.2

μg/mlが 移行 した。

1g静 注後,1時 間前後に摘出した骨盤内臓器の子宮

内には6.5～43.0μg/g,卵 巣内には12.2～21.8μg/g,

卵管内には5.1～32.0μg/gの 組織内濃度が認められた。

3.臨 床成績:子 宮内膜炎,卵 管溜膿腫等の婦人科的

感染症8例 に1回1～29,1日2回 静脈内投与で良好な

結果を認め副作用はなかった。

〔考察〕 近年の婦人科的感染症はグラム陰性桿菌感染

が多いが,上 記諸成績から,産 婦人科領域感染症に対す

る有用性を認めた。

77.6059-Sの 使用経験

中村英世 ・岩田嘉行 ・林 茂

川崎市立川崎病院産婦人科

(目的)新 しい抗生物質である6059-Sの 尿路感染症

および骨盤内感染症に対する臨床効果および細菌学的効

果を知るのを目的とした。

(方法および用量)対 象は川崎市立川崎病院産婦人科

病棟に入院中の患者8名 で,年 令は24才 か ら52才 に

わたっている。基礎疾患として婦人科悪性腫瘍を有 して

いる者はない。

対象疾患は尿路感染症3名,骨 盤内感染症5名 で,尿

路感染症患者にはカテーテル留置等の処置は施 していな

い。

投与方法は全例点滴または静注,お よびその混合で,

総投与量は109か ら639と な った。

(成績)尿 路感染症3例 の臨床成績は著効2例,無 効

1例 であった。検出菌についてみると,著 効2例 がE.

coli,無 効例はKlebsiellaで あった。骨盤内感染症5例

(付 属 器 炎,骨 盤 腹 膜 炎4例 。子 宮 内 膜炎1例)の 臨 床 成

績 は,著 効1例,有 効3例 。 や や 有効1例 とな った 。 骨

盤 腹 膜炎 の3例 は ドレナ ー ジを併 用 して い る。

この 内,菌 を 検 出 した の は3例 で,E.coli,S.pneu-

moniae,S.aureus+B.fragilis+B.distasonisで あ った。

MIC測 定 可能 の3株 の結 果 は,106接 種 で 。B.fragi-

lis0.78,B.distasonis1.56,S.pneumoniae1.56(μg/

ml)で あ った。

78.産 婦人科領域におけ る6059-Sの 賦用

経験

山 田 文 夫

大阪市立母子セソター

(目的)塩 野義製薬株式会社において新 しく開発され

たOxacephem系 抗生物質6059-Sの 臨床効果を検討 し

ようと試みた。

(方法)当 所および関連病院において,膀 胱炎7例,

骨盤腹膜炎1例 に本剤を試用 した。検出菌は 瓦coli.6

例,Klebsiella 1例 。グラム陰性桿菌1例 で,こ れら症例

に6059-Sを 原 則として191日2回5日 間静脈内に投

与 した。

(成績):全 例に菌の消失を認め,臨 床症状の改善,消

失をみた。また何らの副作用も認めなかった。

(考察)以 上の試用経験から6059-Sは 臨床使用上好

都合な薬剤と考えられる。

79.産 婦人科領域におけ る6059-Sの 基礎

的 ・臨床的検討

高瀬善次郎 ・白藤博子 ・内田昌宏

川崎医料大学産婦人科

6059-Sに つ いて臨床分離株に対する抗菌力ならびに

臨床効果,副 作用の検討を行なった。

抗菌力:各 種臨床分離株に 対する抗菌力はS.aureus

ではCEZ,GMよ りやや劣る成績であった。しかしE.

coli,Klebsiella,P.mirabilis,P.vulgaris,Serratia等

に対してはす く.れた抗菌力を示しCEZ,GM,AMK,

SBPCよ りす ぐれていたが,P.aeruginosaに 対 して

は,GM,AMKよ り劣っている。また,菌 量による変

化がいく分みられた。

臨床成績:産 婦人科領域における尿路感染15例 およ

びその他の感染症9例 の合計24例 に,1日1～49の

6059-Sを2回 にわけて3～27日 間,静 脈内投与 し,そ

の効果を検討 した。

結果は24例 中23例 に菌消失を認め(消 失率95.8

%),23例 に有効以上の成績を得た(有 効率%8%)。
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1例 にWBCの 鍋常が認められたが本剤投与中止後10

日 目に正常に復 した。

80.婦 人科領域におけ る6059-Sの 使用経

験

鬼木寛二 ・山本和喜 ・白川光一

福岡大学医学部麿婦人科学教室

婦人科領域における6059-Sの 臨床効果について当科

の10症 例について検討を行なった。

投与法は全例,点 滴静注,1g×1ま たは2g×2/day,

2～6days。 総量は4～8gで あった。

症例は,年 令27～67才,子 宮内膜炎3例,単 純子宮

全摘後の腹腔内血腫の感染1例 と骨盤腹膜炎1例 。勝胱

炎1例,複 雑性尿路感染症3例,人 工受精後子宮付属雅

炎-例 の計10症 例で,約 半数は子宮内胎児死亡や子宮

頸癌などの基礎疾患を有 していた。

効果判定に関し,臨 床症状的には下腹部の自発痛ない

し圧痛の軽快あるいは消失,解 熱などをみ,細 菌学的に

は投与前に認められていたE.coli,P.mirabilis,S.fae-

calis,S.aureus,P.aeruginosa,Serratia,Bacteroides,

PePtostreptococcus,Propionbacteterium,な どの菌株が投

与後には,ほ とんど消失 した。ただしS.faecalisの みは

投与前後で変化がなかった。一般血液および生化学検査

では白血球数の減少,CRPの 陰転,血 沈の改善がほ と

んどの症例でみられた。

副作用は食欲不振,嘔 気が-例 にみられたが,投 与中

止により改善 した。

以上より臨床効果,細 菌学的効果としては有効で,一

般血液および生化学検査などでも副作用的変化はみられ

なかった。既存の抗生物質は婦人科領域の感染症では効

果が余 りみられなかったが,今 回の6059-Sの 使用成績

からして今後期待されるものであろう。

81.産 婦人科領域におけ る6059-Sに 関す

る基礎的 ・臨床的検討

本村龍太郎 ・森 広康 ・谷口忠臣

吉田茂生 ・山辺 徹

長崎大学産婦人科

私どもは産婦人科領域における6059-Sに 関する基礎

的ならびに臨床的検討を試み,次 のような結果を得た。

1.抗 菌力:E.coli(10株),Klebsiella aerogenes

(10株)お よびProteus morganii(10株)に 対する

MICは0.19～3.13μg/mlに 分布していた。

2.臍 帯血および羊水中移行:妊 婦に6059-S19静

注投与後の体内分布の最高値は,母 体血清中では 投与

13分 後の癌例で60,2μg/ml臍 帯血清中では投夢43分

後の症例で14,2μg/mlお よび羊水中では投与3時間10

分後 の症痙例で12,7μg/mlで あ った。なお,臍 帯血清中

への移行串は母体血清中濃度の1/5～ 二/4で あった。

3。 性器組織内移行:6059-S1g静 注没与2時 間30

分お よび3時間 後における性器組織(卵 巣,卵 管,子 官

外膜,筋 層,内 膜,頸 管)移 行浸度は,前者 で1.4～

5.0μg/ml,後者 で0,7～2.5μg/mlに 分布 しており夢最

も濃度が高いものは子宮外膜,内 膜であった。

4.臨 床成績:性器 感染症5例(術 後麓断端感染,付

属器膿癌,子 宮内感染。産褥熱)。骨獲内炭染症6例(骨

盤腹膿炎,骨 盤内膿傷,骨 躯死腔炎)お よび尿路感染症

1例(急 性腎孟腎炎)に 対して,原 則として6059-S1～

28/日 を5～7日 間投与 したところ,骨 盤死腔炎1例 を簾

く全例に有効で,そ の 有効率は91.6%で あった。 な

お。特記するような副作用は認められなかった。

82.耳 鼻咽喉 科領域に おけ る6059-Sに 関

す る基礎的 ・臨床的研究

岩 沢 武 彦

札幌通信病院耳鼻咽炭科

新0Oxacephem系 抗生物質6059-Sの 試験管内抗薗力

は,寒 天平板希釈法で各標準菌株に対 してStaphylococ-

cus aureusに3.13～6.25μg/mlと グラム陽性球菌に対

しては比較的Mncが 高 く,Proteus,Klebsiella,Ser-

ratia,Pseudomonas aeruginosaな どのグラム陰性菌に

強い抗菌力を示した。また臨床分離株のStaphylococcus

aureus,Proteus miabilis,Klebsiella pnenmoniae.E.

coliお よびPseudomonas aeruginosaな ど につ いて

MICを 調ぺた。6059-Sの 血 中濃度は,健 康成人に500

mg静 注後-5分 から6時 間までの時間的消長を薄層カ

ップ法で測定した。また500mg静 注1時 間後に手術時

に採取したロ蓋扁桃および上顎洞粘膜組織への活性値と

その時点における血清濃度 とを対比 した。

耳鼻咽喉科 領域の 代表的 な感染症30例 に対 して

6059-Sを-日1g one shot静 注療法を行なった結果,

著効22例,有 効7例 およびやや有効1例 とな り,そ の

有効率は著効,有 効例を合算すると29例96.6%の 好

成績がえられ,臨 床的に副作用の発現が認められなかっ

たので報告した。
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83.6059-Sの 耳 鼻咽喉科領域 におけ る検

討

本堂 潤 ・馬場駿吉 ・和田健二

波多野努 ・村井兼孝 ・鈴木康夫

名古屋市立大学医学部耳鼻咽喉科

Cephalospcrin骨 格の1位 のSの かわ りに0を いれて

創られたOxacephcm系 新抗生物質6059-Sの 有用性評

価のため下記の検討を行なった。

<1>最 小発青阻止濃度(MIC):教 室保存の息者

病巣分離株64株 と標準菌株についてそのMICを 化療

標準法に従って測定した。

S.aureus,S.epidermidisで はそのMICの ピークは

12.5μg/mlに あ り,P.mirabilisは0.3μg/mlま でで

すべての発青が抑えられ,E.coli,Klebsiellaで も良好な

MIC値 を示 した。P.aeruginasa 12株 では,ピ ークは

50～100μg/mlに あ り,100μg/ml以 上の耐性株が1株

見られた。このもののGMに 対するMICは3.2-μg/

mlで あった。逆にGMに 対して100μg/ml以 上 の耐性

を示した株に対する6059-SのMICは12.5μg/mlで

あった。S.aureus 209PのMICは12.5μg/ml E.

coli NIH-JC2は ≦0.2μg/ml,P.aeruginosa NCTC

10490は12.5μg/mlで あ った。

<2>臓 器移行性:扁 桃病巣感染の疑われる扁摘適

応の16才 と32才 の男性に対してone-shotに て静注

して表のような成績を得た。

<3>臨 床成績:急 性陰窩性扁桃炎6例,扁 桃周囲

膿瘍1例,頚 部 リンパ節炎1例,耳 癌1例,急 性中耳炎

1例 と急性耳下腺炎1例 の11例 に投与 した。投与法は

点滴静注によって朝夕2回 投与 した例が3例 で,残 りは

いずれも1日1回 のone-shot静 注 であった。評価不能

の例が2例 でたが,残 る9例 はいずれも著効あるいは有

効の成績を示 した。全例に副作用は認められなかった。

84.眼 科領域におけ る6059-Sの 基礎的

臨床的検討

大石 正夫 ・西塚 憲次

本山まり子 ・小 川 武

新潟大学眼科

新しい注射用(Oxachephem系 抗生物質,6059-Sの 眼

科臨床応用のために行なった。差礎的臨床的検討成績を

報告する。

方法:1)教 室保存株に対する本剤のMICを,日 本化

療学会標準法により原液接種で測定 した。同様方法で,

臨床分離のS.aureus 20株 およびPs.aeruginosa 10株

に対する感受性分布を検査した。2)白 色成熟家兎に50

mg/Kg1回 静注 して眼内移行の動態を検討した。3)各

種眼感染症10例 に対 して,本 剤を午前中1.091回 点

滴静注,午 後には0.591回 筋注を追加 して臨床効果を

検討 した。

成績:1)本 剤の抗菌スペ クトルは,CER,CEZに 類

似 してお り,緑 膿菌にはよりす ぐれた抗菌力を示した。

S.aureusは1.56～12.5μg/mlの 範囲に分布 して,6.25

μg/mlに 分布の山があった。Ps.aeruginosaは25～100

μg/mlに 分布し,分 布の山は50μg/mlに み られた。2)

家 兎眼の前房水内へは,注 射112時 間後に6.07μg/m)

のpeak値 がえられ,房 血比は20.0%で あった。1/2

時間における眼組織内濃度は外眼部組織に高値を示し,

眼球内部にもかなり良好な移行をみた。3)S.epidermi-

dis,GNR,嫌 気性菌がそれぞれ 検出された角膜漬場3

例には4～5日 間に6.0～ 乳09を 注射 して,1例 著効,

1例 に有効であった。

S.epidermidis,GNRが 検出された化膿性虹彩毛様体

炎7例 では3～7日 間に6.0～14.9投 与 して,3例 に

著効,2例 に有効の結果を示 した。

副作用としてみとむぺきものはなかった。


